
JP 2020-8271 A 2020.1.16

10

(57)【要約】
【課題】圧縮機が作動を停止した場合でも、冷却対象機
器をより冷却できるようする。
【解決手段】サーモサイフォン１０と冷凍サイクル２０
を備える。サーモサイフォン１０は、対象機器と第１熱
媒体とが熱交換可能に構成された冷却器１４と、第１熱
媒体を凝縮させる凝縮器１６と、を有する。冷凍サイク
ル２０は、第２熱媒体を圧縮して吐出する圧縮機２３と
、圧縮機２３から吐出された第２熱媒体と空気を熱交換
して第２熱媒体の熱を放熱するコンデンサ２１と、コン
デンサ２１から流出した第２熱媒体を減圧させる膨張弁
３０と、を有する。圧縮機２３が作動を停止した際に、
コンデンサ２１から凝縮器への第２熱媒体の流入が促進
される構成となっている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１熱媒体を循環させる第１循環回路（１００）を有するサーモサイフォン（１０）を
備え、前記第１熱媒体の液相と気相の相変化により対象機器（１２ａ、１２ｂ）の温度を
調整する機器温調装置であって、
　第２熱媒体を循環させる第２循環回路（２００）と、前記第２循環回路の内部の前記第
２熱媒体を圧縮して吐出する圧縮機（２３）と、前記圧縮機から吐出された前記第２熱媒
体と空気を熱交換して前記第２熱媒体の熱を放熱する放熱用熱交換器（２１）と、前記放
熱用熱交換器から流出した前記第２熱媒体を減圧させる膨張弁（３０、３１）と、を有す
る冷凍サイクル（２０）を備え、
　前記サーモサイフォンは、
　前記第１循環回路に配置され、前記対象機器の冷却時に前記第１熱媒体が蒸発するよう
に前記対象機器と前記第２熱媒体とが熱交換可能に構成された機器用熱交換器（１４）と
、
　前記膨張弁にて減圧された前記第２熱媒体と前記機器用熱交換器により蒸発した前記第
１熱媒体を熱交換して前記第１熱媒体を凝縮させる凝縮器（１６）と、を有し、
　前記凝縮器は、前記第２熱媒体を流入する流入口（１６３）と、前記第２熱媒体を流出
する流出口（１６４）と、を有し、
　前記放熱用熱交換器は、前記第２熱媒体を流入する流入口（２１１）と、前記第２熱媒
体を流出する流出口（２１２）と、を有し、
　前記第２循環回路は、前記放熱用熱交換器の前記流出口と前記凝縮器の前記流入口との
間を接続する第１接続配管（２０１）と、前記凝縮器の前記流出口と前記放熱用熱交換器
の前記流入口との間を接続する第２接続配管（２０２）と、を有し、
　前記圧縮機が作動を停止した際に、前記放熱用熱交換器から前記凝縮器への前記第２熱
媒体の流入が促進される構成となっている機器温調装置。
【請求項２】
　前記圧縮機が作動を停止した際に、前記放熱用熱交換器から前記凝縮器への前記第２熱
媒体の流入が促進される配置となっている請求項１に記載の機器温調装置。
【請求項３】
　前記凝縮器の前記流入口は、前記放熱用熱交換器の前記流出口よりも上下方向下側に配
置されている請求項１または２に記載の機器温調装置。
【請求項４】
　前記凝縮器の前記流入口は、前記放熱用熱交換器の前記流出口と同じ高さに配置されて
いる請求項１または２に記載の機器温調装置。
【請求項５】
　前記凝縮器の前記流入口は、前記冷凍サイクルを構成している前記圧縮機、前記放熱用
熱交換器および前記膨張弁よりも上下方向下側に配置されている請求項１ないし４のいず
れか１つに記載の機器温調装置。
【請求項６】
　前記第１接続配管は、前記放熱用熱交換器の前記流出口よりも上下方向上側を経由する
ことなく前記放熱用熱交換器の前記流出口と前記凝縮器の前記流入口との間を接続してい
る請求項３ないし５のいずれか１つに記載の機器温調装置。
【請求項７】
　前記第１接続配管は、前記放熱用熱交換器の前記流出口から前記凝縮器の前記流入口に
近づくにつれて上下方向下側に傾斜するよう配置されている請求項１～３、５～６のいず
れか１つに記載の機器温調装置。
【請求項８】
　前記凝縮器の前記流入口は、前記第２循環回路に前記第２熱媒体が充填される際の前記
第２熱媒体の目標液面よりも上下方向下側に配置されている請求項１ないし７のいずれか
１つに記載の機器温調装置。
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【請求項９】
　前記凝縮器の流出口は、前記凝縮器の前記流入口より上下方向上側に配置されており、
　前記凝縮器の前記流入口から流入した前記第２熱媒体が上下方向上側に移動して前記凝
縮器の前記流出口から流出するよう構成されている請求項１ないし８のいずれか１つに記
載の機器温調装置。
【請求項１０】
　前記放熱用熱交換器は、前記第２熱媒体を流入する前記流入口と前記第２熱媒体を流出
する前記流出口を構成する少なくとも２つの出入口（２１３）を有し、
　前記放熱用熱交換器の前記出入口は、上下方向において互いに異なる位置に配置されて
おり、
　前記第１接続配管は、前記放熱用熱交換器の前記出入口のうち最も上下方向上側に配置
された前記出入口よりも上下方向下側に配置された前記出入口と前記凝縮器の前記流入口
との間を接続している請求項１ないし９のいずれか１つに記載の機器温調装置。
【請求項１１】
　前記凝縮器は、前記第１循環回路に前記第１熱媒体が充填される際の前記第１熱媒体の
目標液面よりも上下方向上側に配置されている請求項１ないし１０のいずれか１つに記載
の機器温調装置。
【請求項１２】
　前記第１循環回路の少なくとも一部に、前記第１熱媒体の熱を前記第１接続配管に伝熱
させる熱伝達部材（４０）が設けられている請求項１ないし１１のいずれか１つに記載の
機器温調装置。
【請求項１３】
　前記第１熱媒体の目標液面よりも上の部分の少なくとも１カ所以上に、前記熱伝達部材
（４０）が設けられている請求項１２のいずれか１つに記載の機器温調装置。
【請求項１４】
　前記第１循環回路は、前記機器用熱交換器から流出した前記第１熱媒体を前記凝縮器に
導入する復路配管（１０２）を有し、
　前記復路配管に、前記熱伝達部材（４０）が設けられている請求項１１または１３に記
載の機器温調装置。
【請求項１５】
　前記第１循環回路は、前記機器用熱交換器から流出した前記第１熱媒体を前記凝縮器に
導入する復路配管（１０２）を有し、
　前記復路配管には、該復路配管を流れる前記第１熱媒体の熱を前記第１接続配管に伝熱
させる熱伝達部材（４０）が設けられている請求項１ないし１４のいずれか１つに記載の
機器温調装置。
【請求項１６】
　前記放熱用熱交換器と前記凝縮器とを接続する経路上に配置され、前記放熱用熱交換器
と前記凝縮器とを接続する経路を開閉する経路開閉部（３２）と、
　前記対象機器の温度に基づいて前記対象機器の冷却が必要か否かを判定する冷却判定部
（Ｓ１０４）と、
　前記圧縮機が作動を停止し、かつ、前記冷却判定部により前記対象機器の冷却が必要で
あると判定された場合、前記経路開閉部を開状態にする膨張弁開制御部（Ｓ１１２）と、
を備えた請求項１ないし１５のいずれか１つに記載の機器温調装置。
【請求項１７】
　前記圧縮機が作動を停止し、かつ、前記冷却判定部により前記対象機器の冷却が必要で
ないと判定された場合、前記経路開閉部を閉状態にする膨張弁閉制御部（Ｓ１１４）を備
えた請求項１６に記載の機器温調装置。
【請求項１８】
　前記経路開閉部は、電気式膨張弁である請求項１６または１７に記載の機器温調装置。
【請求項１９】
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　前記圧縮機は、該圧縮機により生じた熱を蓄熱することが可能な熱容量部材（２３０）
と接触するよう配置されている請求項１ないし１８のいずれか１つに記載の機器温調装置
。
【請求項２０】
　前記放熱用熱交換器は、車両に搭載され、
　前記放熱用熱交換器は、前記圧縮機から吐出された前記第２熱媒体と前記車両の外気と
を熱交換して前記第２熱媒体の熱を放熱する外気熱交換器である請求項１ないし１９のい
ずれか１つに記載の機器温調装置。
【請求項２１】
　前記第２循環回路は、前記第２熱媒体が前記圧縮機を迂回するように流れる迂回配管（
２０６）を有し、
　前記迂回配管には、該迂回配管により形成される流路を開閉する迂回流路開閉部（３６
）が設けられており、
　前記圧縮機が作動を停止した際に、前記迂回流路開閉部が開状態となるよう制御され、
前記凝縮器で蒸発した前記第２熱媒体が前記迂回配管を通って循環するループ式サーモサ
イフォンが構成される請求項１ないし２０のいずれか１つに記載の機器温調装置。
【請求項２２】
　前記凝縮器は、第１凝縮器（１６）であり、
　前記圧縮機が作動を停止した際に、前記第１凝縮器より優先して前記機器用熱交換器に
より蒸発された前記第１熱媒体を凝縮させる第２凝縮器(１８）を備え、
　前記圧縮機が作動を停止した際に、前記放熱用熱交換器から前記第２凝縮器への前記第
２熱媒体の流入が促進されるよう構成されている請求項１ないし２１のいずれか１つに記
載の機器温調装置。
【請求項２３】
　前記圧縮機が作動を停止した際に、前記放熱用熱交換器から前記第２凝縮器への前記第
２熱媒体の流入が促進される配置となっている請求項２２に記載の機器温調装置。
【請求項２４】
　前記第２凝縮器は、前記第２熱媒体を流入する流入口（１８３）を有し、
　前記第２凝縮器の前記流入口は、前記放熱用熱交換器の前記流出口よりも上下方向下側
に配置されている請求項２２または２３に記載の機器温調装置。
【請求項２５】
　第１熱媒体を循環させる第１循環回路（１００）を有するサーモサイフォン（１０）を
備え、前記第１熱媒体の液相と気相の相変化により対象機器（１２ａ、１２ｂ）の温度を
調整する機器温調装置であって、
　前記第１循環回路の少なくとも１カ所は、伝熱により冷却するための伝熱部材（４１）
と接触している機器温調装置。
【請求項２６】
　前記伝熱部材は、前記第１循環回路のうち、前記第１熱媒体の目標液面よりも上の部分
の少なくとも１カ所と接触している請求項２５に記載の機器温調装置。
【請求項２７】
　第２熱媒体を循環させる第２循環回路（２００）と、前記第２循環回路の内部の前記第
２熱媒体を圧縮して吐出する圧縮機（２３）と、前記圧縮機から吐出された前記第２熱媒
体と空気を熱交換して前記第２熱媒体の熱を放熱する放熱用熱交換器（２１）と、前記放
熱用熱交換器から流出した前記第２熱媒体を減圧させる膨張弁（３０、３１）と、を有す
る冷凍サイクル（２０）を備え、
　前記サーモサイフォンは、
　前記第１循環回路に配置され、前記対象機器の冷却時に前記第１熱媒体が蒸発するよう
に前記対象機器と前記第２熱媒体とが熱交換可能に構成された機器用熱交換器（１４）と
、
　前記膨張弁にて減圧された前記第２熱媒体と前記機器用熱交換器により蒸発した前記第
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１熱媒体を熱交換して前記第１熱媒体を凝縮させる凝縮器（１６）と、を備え、
　前記第１循環回路は、前記機器用熱交換器から流出した前記第１熱媒体を前記凝縮器に
導入する復路配管（１０２）を有し、
　前記伝熱部材は、前記復路配管と接触している請求項２５または２６に記載の機器温調
装置。
【請求項２８】
　前記対象機器の冷却が必要であるか否かを判定する冷却判定部（Ｓ１０４）と、
　前記対象機器の冷却能力の増加が必要か否かを判定する能力増加判定部（Ｓ５０２）と
、
　前記冷却判定部により前記対象機器の冷却が必要であると判定され、かつ、前記能力増
加判定部により前記対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定された場合、前記圧縮
機を作動させる圧縮機作動部（Ｓ５０４、Ｓ６０４、Ｓ７０４、Ｓ８０４）と、を備えた
請求項１または２４に記載の機器温調装置。
【請求項２９】
　前記冷却判定部は、前記対象機器の温度が第１閾値以上である場合、前記対象機器の冷
却が必要であると判定し、前記対象機器の温度が前記第１閾値未満の場合、前記対象機器
の冷却が必要でないと判定し、
　前記能力増加判定部は、前記対象機器の温度が前記第１閾値よりも高い第２閾値以上で
ある場合、前記対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定し、前記対象機器の温度が
前記第２閾値未満の場合、前記対象機器の冷却能力の増加が必要でないと判定する請求項
２８に記載の機器温調装置。
【請求項３０】
　前記能力増加判定部により前記対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定された場
合、前記対象機器の冷却能力の増加を許可するか否かを判定する許可判定部（Ｓ３０８）
を備え、
　前記圧縮機作動部は、前記許可判定部により前記対象機器の冷却能力の増加を許可する
と判定された場合、前記圧縮機を作動させる請求項２８または２９に記載の機器温調装置
。
【請求項３１】
　前記対象機器は、前記圧縮機に電力を供給する二次電池であり、
　前記許可判定部は、前記二次電池が充電中または前記二次電池の充電が開始されること
を推定した場合、前記対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定する請求項３０に記載
の機器温調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機器温調装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１に記載された冷却装置がある。この冷却装置は、冷媒を循環させる圧
縮機を作動させて作動流体を循環させる機械圧縮式の回路と、冷媒を自然循環させること
で冷却対象機器を冷却するサーモサイフォンから成る２系統の回路を、熱交換器を介して
熱交換するように接続した二次ループ冷凍回路として構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－９６０８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】



(6) JP 2020-8271 A 2020.1.16

10

20

30

40

50

　上記特許文献１に記載された装置を、車両に搭載された冷却対象機器を冷却する車載冷
却装置に適用することが考えられる。しかし、上記特許文献１に記載された装置は、凝縮
器の冷媒流出口と、２系統の回路を熱交換する熱交換器の冷媒流入口の高さが等しくなっ
ており、圧縮機が作動を停止した際に、凝縮器から２系統の回路を熱交換する熱交換器に
十分な冷媒が導入されない。
【０００５】
　すなわち、車両が停車した場合など、圧縮機が作動を停止せざるを得ない状況になると
、２系統の回路を熱交換する熱交換器に流入する機械圧縮式の回路の冷媒の流量が減少し
、冷却対象機器を十分に冷却できなくなってしまうといった問題がある。
【０００６】
　本発明は上記問題に鑑みたもので、圧縮機が作動を停止した場合でも、冷却対象機器を
より冷却できるようすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、第１熱媒体を循環させる第１循環
回路（１００）を有するサーモサイフォン（１０）を備え、第１熱媒体の液相と気相の相
変化により対象機器（１２ａ、１２ｂ）の温度を調整する機器温調装置であって、第２熱
媒体を循環させる第２循環回路（２００）と、第２循環回路の内部の第２熱媒体を圧縮し
て吐出する圧縮機（２３）と、圧縮機から吐出された第２熱媒体と空気を熱交換して第２
熱媒体の熱を放熱する放熱用熱交換器（２１）と、放熱用熱交換器から流出した第２熱媒
体を減圧させる膨張弁（３０、３１）と、を有する冷凍サイクル（２０）を備え、サーモ
サイフォンは、第１循環回路に配置され、対象機器の冷却時に第１熱媒体が蒸発するよう
に対象機器と第２熱媒体とが熱交換可能に構成された機器用熱交換器（１４）と、膨張弁
にて減圧された第２熱媒体と機器用熱交換器により蒸発した第１熱媒体を熱交換して第１
熱媒体を凝縮させる凝縮器（１６）と、を有し、凝縮器は、第２熱媒体を流入する流入口
（１６３）と、第２熱媒体を流出する流出口（１６４）と、を有し、放熱用熱交換器は、
第２熱媒体を流入する流入口（２１１）と、第２熱媒体を流出する流出口（２１２）と、
を有し、第２循環回路は、放熱用熱交換器の流出口と凝縮器の流入口との間を接続する第
１接続配管（２０１）と、凝縮器の流出口と放熱用熱交換器の流入口との間を接続する第
２接続配管（２０２）と、を有し、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝
縮器への第２熱媒体の流入が促進される構成となっている。
【０００８】
　このような構成によれば、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器にて凝縮した
液相の第２熱媒体が、重力により凝縮器へ流入することを促進することができる。よって
サーモサイフォン１０により、対象機器を冷却することができる。
【０００９】
　また、上記目的を達成するため、請求項２４に記載の発明は、第１熱媒体を循環させる
第１循環回路（１００）を有するサーモサイフォン（１０）を備え、第１熱媒体の液相と
気相の相変化により対象機器（１２ａ、１２ｂ）の温度を調整する機器温調装置であって
、第１循環回路の少なくとも１カ所は、伝熱により冷却するための伝熱部材（４１）と接
触している。
【００１０】
　このような構成によれば、圧縮機が作動を停止した際に、第１循環回路内の第１熱媒体
の熱が伝熱部材に伝熱して第１熱媒体が冷却される。したがって、圧縮機が作動を停止し
た場合でも、冷却対象機器をより冷却することができる。
【００１１】
　なお、この欄および特許請求の範囲で記載した各手段の括弧内の符号は、後述する実施
形態に記載の具体的手段との対応関係を示すものである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】第１実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２】サーモサイフォンの冷却器および二次電池を分解した構成図である。
【図３】第１実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図４】第１実施形態のコンデンサの出入口の様子を示した図である。
【図５】第２実施形態のコンデンサの出入口の様子を示した図である。
【図６】第３実施形態のコンデンサの出入口の様子を示した図である。
【図７】第４実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図８】第４実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図９】第５実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図１０】第６実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図１１】第６実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図１２】第７実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図１３】第８実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図１４】第８実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図１５】第９実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図１６】第１０実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図１７】第１１実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図１８】第１２実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図１９】第１３実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２０】第１４実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２１】第１５実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２２】第１６実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２３】第１６実施形態の機器温調装置の熱伝達部材の配置について説明するための図
である。
【図２４】第１７実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２５】第１７実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図２６】第１８実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２７】第１９実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２８】第２０実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図２９】第２１実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図３０】第２２実施形態の機器温調装置の構成図である。
【図３１】第２３実施形態に係る機器温調装置の冷却器および二次電池を示した図である
。
【図３２】第２４実施形態に係る機器温調装置の冷却器および二次電池を示した図である
。
【図３３】第２５実施形態に係る機器温調装置の冷却器および二次電池を示した図である
。
【図３４】第２６実施形態に係る機器温調装置の構成図である。
【図３５】第２７実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図３６】第２８実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図３７】第２９実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図３８】第３０実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図３９】第３１実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図４０】第３２実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図４１】第３３実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【図４２】第３４実施形態のＥＣＵのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について図に基づいて説明する。なお、以下の各実施形態相互
において、互いに同一もしくは均等である部分には、図中、同一符号を付してある。
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【００１４】
　（第１実施形態）
　第１実施形態に係る機器温調装置について図１～図４を用いて説明する。図１に示す機
器温調装置は、電気自動車やハイブリッド自動車などの車両に搭載される。そして、本実
施形態では、機器温調装置は、図２に示す二次電池１２ａ、１２ｂを冷却する。すなわち
、本実施形態の機器温調装置が冷却する被冷却対象は電動自動車に搭載される二次電池１
２ａ、１２ｂである。各図において、矢印ＤＲ１は、上下方向を示すもので、矢印ＤＲ１
において上矢印は車両の上下方向の上側を示し、下矢印は車両の上下方向の下側を示して
いる。
【００１５】
　機器温調装置を搭載する車両では、二次電池１２ａ、１２ｂを主要構成部品として含む
蓄電装置に蓄えた電力がインバータ回路などを介して電動モータに供給され、それによっ
て車両は走行する。二次電池１２ａ、１２ｂは、電力をインバータを介して電動モータに
出力する際に自己発熱する。
【００１６】
　そして、二次電池１２ａ、１２ｂが過度に高温になると、その二次電池１２ａ、１２ｂ
を構成する電池セル１３の劣化が促進されることから、自己発熱が少なくなるように電池
セル１３の出力および入力に制限を設ける必要がある。
【００１７】
　そのため、電池セル１３の出力および入力を確保するためには、二次電池１２ａ、１２
ｂを所定の温度以下に維持するための冷却装置が必要となる。
【００１８】
　また、車両走行中だけでなく夏季の駐車放置中などにも電池温度は上昇する。また、蓄
電装置は車両の床下やトランクルーム下などに配置されることが多く、二次電池１２ａ、
１２ｂに与えられる単位時間当たりの熱量は小さいものの、長時間の放置により電池温度
は徐々に上昇する。
【００１９】
　二次電池１２ａ、１２ｂを高温状態で放置すると、二次電池１２ａ、１２ｂの寿命が大
幅に低下するので、車両の放置中も二次電池１２ａ、１２ｂを冷却するなど電池温度を低
温に維持することが望まれている。
【００２０】
　本実施形態の二次電池１２ａ、１２ｂは、複数の電池セル１３を車両進行方向に積層し
てなる組電池として構成されているが、各電池セル１３の温度にばらつきがあると電池セ
ル１３の劣化に偏りが生じ、蓄電装置の性能が低下してしまう。
【００２１】
　これは、最も劣化した電池セル１３の特性に合わせて蓄電装置の入出力特性が決まるこ
とによる。そのため、長期間にわたって蓄電装置に所望の性能を発揮させるためには、複
数の電池セル１３相互間の温度ばらつきを低減させる均温化が重要となる。
【００２２】
　また、二次電池１２ａ、１２ｂを冷却する他の冷却装置として、これまでブロワによる
送風や、冷凍サイクルを用いた直接冷却方式が一般的となっているが、ブロワは車室内の
空気を送風するだけなので、ブロワの冷却能力は低い。
【００２３】
　また、ブロワによる送風では空気の顕熱で二次電池１２ａ、１２ｂを冷却するので、空
気流れの上流と下流との間で温度差が大きくなり、電池セル１３間の温度ばらつきを十分
に抑制できない。
【００２４】
　また、冷凍サイクルにて発生させた冷風を用いる空冷、もしくは冷水を用いる水冷は冷
却能力は高いが、電池セル１３との熱交換部は空冷または水冷の何れでも顕熱冷却である
ので、同じく、電池セル１３間の温度ばらつきを十分に抑制できない。
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【００２５】
　これらの背景から、本実施形態の機器温調装置では、冷凍サイクルを用いてサーモサイ
フォン用冷媒を冷却し、このサーモサイフォン用冷媒の自然循環で二次電池１２ａ、１２
ｂを冷却するサーモサイフォン方式が採用されている。
【００２６】
　本実施形態の機器温調装置は、図１に示すように、サーモサイフォン１０および冷凍サ
イクル２０を備えている。
【００２７】
　サーモサイフォン１０は、冷却器１４と、凝縮器１６と、第１熱媒体としてのサーモサ
イフォン用冷媒を循環させる第１循環回路１００と、を有している。なお、第１循環回路
１００は、往路配管１０１および復路配管１０２を有している。
【００２８】
　凝縮器１６は、一次側回路１６ａと二次側回路１６ｂを有している。凝縮器１６の一次
側回路１６ａには、該一次側回路１６ａにサーモサイフォン用冷媒を流入する流入口１６
１と一次側回路１６ａからサーモサイフォン用冷媒を排出する流出口１６２とが形成され
ている。凝縮器１６の流入口１６１と流出口１６２は、凝縮器１６の一次側回路１６ａの
上面に配置されている。凝縮器１６の二次側回路１６ｂには、該二次側回路１６ｂに冷凍
サイクル用冷媒を流入する流入口１６３と、二次側回路１６ｂから冷凍サイクル用冷媒を
流出する流出口１３４とが形成されている。
【００２９】
　凝縮器１６の一次側回路１６ａと往路配管１０１と冷却器１４と復路配管１０２は環状
に連結され、サーモサイフォン用冷媒が循環する第１循環回路１００を構成する。
【００３０】
　本実施形態の第１循環回路１００内にはサーモサイフォン用冷媒が封入充填されている
。そのサーモサイフォン用冷媒は第１循環回路１００を蒸発と凝縮により自然循環し、機
器温調装置は、そのサーモサイフォン用冷媒の液相と気相との相変化によって二次電池１
２ａ、１２ｂの温度を調整する。
【００３１】
　第１循環回路１００内に充填されている冷媒は、例えば、ＨＦＯ－１２３４ｙｆまたは
ＨＦＣ－１３４ａなどのフロン系冷媒である。或いは、冷媒として、水、アンモニア等の
フロン系冷媒以外の各種の作動流体を用いても良い。
【００３２】
　二次電池１２ａ、１２ｂとの熱交換により冷却器１４の本体１４３内のサーモサイフォ
ン用冷媒が蒸発し、気相冷媒となると、この気相冷媒は流出口１４２から復路配管１０２
を通って凝縮器１６の一次側回路１６ａに形成された流入口１６１から凝縮器１６の一次
側回路１６ａに流入する。
【００３３】
　そして、一次側回路１６ａに流入したサーモサイフォン用冷媒は、凝縮器１６の二次側
回路１６ｂ内部の冷凍サイクル用冷媒との熱交換により凝縮され、液相冷媒となり、凝縮
器１６の一次側回路１６ａの流出口１６２から往路配管１０１を通って冷却器１４の本体
１４３に形成された流入口１４１から冷却器１４の本体１４３内に流入する。
【００３４】
　冷却器１４の本体１４３の下方には比較的比重の大きな液相冷媒が溜まり、冷却器１４
の本体１４３の上方には比較的比重の小さな気相冷媒が溜まる。したがって、本体１４３
内の気相冷媒は、流入口１４１と流出口１４２とのうち専ら流出口１４２から排出される
。
【００３５】
　図２に示すように、冷却器１４は、二次電池１２ａ、１２ｂの間に配置される。冷却器
１４は、機器用熱交換器に相当する。冷却器１４は、二次電池１２ａ、１２ｂの熱とサー
モサイフォン用冷媒の熱をと熱交換して二次電池１２ａ、１２ｂを冷却する。冷却器１４
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は、例えば熱伝導性の高い金属製で構成された本体１４３を有している。
【００３６】
　冷却器１４の本体１４３には、サーモサイフォン用冷媒を流入させる流入口１４１とサ
ーモサイフォン用冷媒を流出させる流出口１４２とが形成されている。流出口１４２は、
流入口１４１に対して上下方向上側に配置されている。往路配管１０１は、凝縮器１６の
一次側回路１６ａに形成された凝縮器１６の流出口１６２と冷却器１４の本体１４３に形
成された流入口１４１との間を接続している。また、復路配管１０２は冷却器１４の本体
１４３に形成された流出口１４２と凝縮器１６の一次側回路１６ａに形成された流入口１
６１との間を接続している。
【００３７】
　本実施形態では、凝縮器１６は、フロント格納室やトランクルームに収納されている。
フロント格納室は、車両のうち車室内に対して車両進行方向前側に配置されて、走行用エ
ンジンや走行用電動機を収納する室である。トランクルームは、車両のうち車室内に対し
て車両進行方向後側に配置されて荷物等を収納する格納室である。
【００３８】
　冷凍サイクル２０は、第２熱媒体としての冷凍サイクル用冷媒が循環する循環回路２０
０、圧縮機２３、コンデンサ２１、膨張弁３０を含む蒸気圧縮式の冷凍サイクルを構成す
る。また、冷凍サイクル２０は、冷凍サイクル用冷媒を循環させる第２循環回路２００と
、第２循環回路２００内の冷凍サイクル用冷媒を圧縮して吐出する圧縮機２３と、を備え
ている。
【００３９】
　また、冷凍サイクル２０は、圧縮機２３から吐出された冷凍サイクル用冷媒と外気とを
熱交換させて圧縮機２３から吐出された冷凍サイクル用冷媒を放熱するコンデンサ２１と
、コンデンサ２１より流出した冷凍サイクル用冷媒を減圧させて凝縮器１６の二次側回路
１６ｂに流入させる膨張弁３０と、を備えている。コンデンサ２１は、圧縮機２３から吐
出された冷凍サイクル用冷媒と空気を熱交換して冷凍サイクル用冷媒の熱を放熱する放熱
用熱交換器に相当する。
【００４０】
　さらに、冷凍サイクル２０は、圧縮機２３および膨張弁３０を制御するＥＣＵ５０を備
えている。本実施形態の膨張弁３０は、ＥＣＵ５０の制御に応じて動作する電気式膨張弁
となっている。ＥＣＵ５０は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＰＵ、Ｉ／Ｏ等を有するコンピュータ
として構成されており、ＣＰＵはＲＯＭに記憶されたプログラムに従って各種処理を実施
する。
【００４１】
　循環回路２００は、圧縮機２３、コンデンサ２１、膨張弁３０、凝縮器１６の一次側回
路１６ａを環状に連結している。循環回路２００は、コンデンサ２１から流出した冷凍サ
イクル用冷媒を凝縮器１６の二次側回路１６ｂに供給する第１接続配管２０１と、凝縮器
１６の二次側回路１６ｂから流出した冷凍サイクル用冷媒をコンデンサ２１に供給する第
２接続配管２０２と、を有している。凝縮器１６の二次側回路１６ｂは、冷凍サイクル２
０の蒸発器として作用する。
【００４２】
　第１接続配管２０１は、コンデンサ２１に形成された流出口２１２と凝縮器１６の二次
側回路１６ｂに形成された流入口１６３との間を接続している。また、第２接続配管２０
２は、凝縮器１６の二次側回路１６ｂに形成された流出口１６４とコンデンサ２１に形成
された流入口２１１の間を接続している。なお、圧縮機２３は、第２接続配管２０２の途
中に設けられている。
【００４３】
　ところで、本実施形態の車両は、駐車中には二次電池１２ａ、１２ｂからの電力供給を
停止する。そのため駐車中には、冷凍サイクル２０の圧縮機２３も作動を停止する。よっ
て、圧縮機２３により冷凍サイクル用冷媒を凝縮器１６に供給できなくなり、冷却対象機
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器を冷却できなくなってしまう。
【００４４】
　圧縮機２３の作動が停止している場合、第１循環回路の第１熱媒体は、二次電池とほぼ
同じ温度となる。よって、凝縮器内にある一次側回路１６ａ内のサーモサイフォン冷媒の
温度も対象機器とほぼ同じとなる。一方で、第２循環回路のコンデンサは、圧縮機２３の
作動を停止する際は、外気相当に冷却される。
【００４５】
　ここで、電池温度が外気温度よりも高い場合、第１循環回路　内のサーモサイフォン冷
媒のより受熱した凝縮器は、外気温度よりも高くなる。一方で、コンデンサは外気温度相
当に冷却されている。よってコンデンサにて冷凍サイクル用冷媒にて凝縮が発生する。加
えて、冷凍サイクル２０のうちコンデンサ２１を除く他の部品が、ほぼ外気温度と同等で
あるコンデンサの温度よりも高い場合、前述の他の部品より冷凍サイクル用冷媒が蒸発し
、コンデンサで冷凍サイクル用冷媒凝縮する事象が発生しやすい。特に、駐車中の夕方や
夜間のように昼間に対して外気温度が低下した場合、上述のような事象が発生する。
【００４６】
　そこで、本実施形態の機器温調装置では、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷凍サイ
クル用冷媒の重力による流入が促進される構成とすることで、圧縮機２３が作動を停止し
た際においても冷却対象機器を冷却可能となっている。
【００４７】
　本実施形態の機器温調装置では、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１か
ら凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進される配置となっている。
【００４８】
　具体的には、凝縮器１６は、冷凍サイクル用冷媒が流入する流入口１６３と冷凍サイク
ル用冷媒が流出する流出口１６４と、を有し、凝縮器１６の流入口１６３が、コンデンサ
２１の流出口２１２よりも上下方向下側に配置されている。また、凝縮器１６の流入口１
６３は、冷凍サイクル２０を構成している圧縮機２３、コンデンサ２１および膨張弁３０
よりも上下方向下側に配置されている。
【００４９】
　また、図４に示すように、本実施形態のコンデンサ２１は、冷凍サイクル用冷媒がコン
デンサ２１内の熱交換部を横方向に流れる配置となっている。また、コンデンサ２１は、
冷凍サイクル用冷媒を流入する流入口２１１と冷凍サイクル用冷媒を流出する流出口２１
２を構成する２つの出入口２１３を有し、コンデンサ２１の出入口２１３は、上下方向に
おいて互いに異なる位置に配置されている。そして、第１接続配管２０１は、コンデンサ
２１の出入口２１３のうち上下方向上側に配置された出入口２１３よりも上下方向下側に
配置された出入口２１３と凝縮器１６の流入口１６３との間を接続している。
【００５０】
　また、本実施形態の機器温調装置では、第１接続配管２０１が、コンデンサ２１の流出
口２１２よりも上下方向上側を経由することなくコンデンサ２１の流出口２１２と凝縮器
１６の流入口１６３との間を接続している。
【００５１】
　このように、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷
凍サイクル用冷媒の流入が促進される構成となっている。
【００５２】
　さらに、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、圧縮機２３が作動を停止した際に
、コンデンサ２１から凝縮器１６へ冷凍サイクル用冷媒が流入するよう膨張弁３０を制御
する処理を行う。
【００５３】
　次に、このＥＣＵ５０の処理について図３に従って説明する。ＥＣＵ５０は、周期的に
図３に示す処理を実施する。
【００５４】
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　まず、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された
か否かに基づいて冷凍サイクルをオフするか否かを判定する。ここで、冷凍サイクルのオ
フを指示する信号が入力されていない場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３を通常作動させる
とともに、Ｓ１０２にて、膨張弁３０を通常作動させる。具体的には、弁開度が所定の目
標開度となるよう膨張弁３０を制御し、メインルーチンに戻る。
【００５５】
　また、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ１０４
にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却が必要
か否かを判定する。例えば、対象機器の温度が所定値以上の場合には、対象機器の冷却が
必要であると判定する。また、対象機器の温度が所定値未満の場合には、対象機器の冷却
が必要でないと判定する。
【００５６】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３の作
動を停止させるとともに、Ｓ１０８にて、弁開度を全開とするよう膨張弁３０を制御し、
メインルーチンに戻る。
【００５７】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、弁開度を全開とするよう膨張弁３０が
制御されるので、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進さ
れる。
【００５８】
　また、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて対象機器の冷却が必要でないと判定した場合、圧縮
機２３の作動を停止させるとともに、Ｓ１０６にて、膨張弁３０の作動を停止させる。具
体的には、弁開度を全閉とするよう膨張弁３０を制御し、メインルーチンに戻る。
【００５９】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、弁開度を全閉とするよう膨張弁３０が
制御されるので、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が抑制さ
れる。
【００６０】
　以上、説明したように、本実施形態の機器温調装置は、サーモサイフォン用冷媒を循環
させる第１循環回路１００を有するサーモサイフォン１０を備え、サーモサイフォン用冷
媒の液相と気相の相変化により対象機器としての電池１２ａ、１２ｂの温度を調整する。
そして、冷凍サイクル用冷媒を循環させる第２循環回路２００と、第２循環回路２００の
内部の冷凍サイクル用冷媒を圧縮して吐出する圧縮機２３と、圧縮機２３から吐出された
冷凍サイクル用冷媒と空気を熱交換して冷凍サイクル用冷媒の熱を放熱するコンデンサ２
１と、コンデンサ２１から流出した冷凍サイクル用冷媒を減圧させる膨張弁３０と、を有
する冷凍サイクル２０を備えている。
【００６１】
　また、サーモサイフォン１０は、第１循環回路１００に配置され、対象機器の冷却時に
サーモサイフォン用冷媒が蒸発するように対象機器と冷凍サイクル用冷媒とが熱交換可能
に構成された冷却器１４と、膨張弁３０にて減圧された冷凍サイクル用冷媒と冷却器１４
により蒸発したサーモサイフォン用冷媒を熱交換してサーモサイフォン用冷媒を凝縮させ
る凝縮器１６と、を有している。
【００６２】
　また、凝縮器１６は、冷凍サイクル用冷媒を流入する流入口１６３と、冷凍サイクル用
冷媒を流出する流出口１６４と、を有している。コンデンサ２１は、冷凍サイクル用冷媒
を流入する流入口２１１と、冷凍サイクル用冷媒を流出する流出口２１２と、を有してい
る。
【００６３】
　また、第２循環回路２００は、コンデンサ２１の流出口２１２と凝縮器１６の流入口１
６３との間を接続する第１接続配管２０１と、凝縮器１６の流出口１６４とコンデンサ２
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１の流入口２１１との間を接続する第２接続配管２０２と、を有している。そして、圧縮
機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の
流入が促進される構成となっている。
【００６４】
　このような構成によれば、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１から凝縮
器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進されるので、冷却対象機器を十分に冷却する
ことができる。
【００６５】
　また、本実施形態の機器温調装置は、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２
１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進される配置となっている。
【００６６】
　具体的には、凝縮器１６の流入口１６３は、コンデンサ２１の流出口２１２よりも上下
方向下側に配置されている。また、凝縮器１６の流入口１６３は、冷凍サイクル２０を構
成している圧縮機２３、コンデンサ２１および膨張弁３０よりも上下方向下側に配置され
ている。さらに、第１接続配管２０１は、コンデンサ２１の流出口２１２よりも上下方向
上側を経由することなくコンデンサ２１の流出口２１２と凝縮器１６の流入口１６３との
間を接続している。
【００６７】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷
凍サイクル用冷媒の流入を促進することができる。
【００６８】
　また、コンデンサ２１は、冷凍サイクル用冷媒を流入する流入口２１１と冷凍サイクル
用冷媒を流出する流出口２１２を構成する少なくとも２つの出入口２１３を有し、コンデ
ンサ２１の出入口２１３は、上下方向において互いに異なる位置に配置されている。そし
て、第１接続配管２０１は、コンデンサ２１の出入口２１３のうち上下方向上側に配置さ
れた出入口２１３よりも上下方向下側に配置された出入口２１３と凝縮器１６の流入口１
６３との間を接続している。
【００６９】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷
凍サイクル用冷媒の流入を促進することができる。
【００７０】
　また、本実施形態の機器温調装置は、コンデンサ２１と凝縮器１６とを接続する経路上
に配置され、コンデンサ２１と凝縮器１６とを接続する経路を開閉する経路開閉部として
の膨張弁３０を備えている。また、対象機器の温度に基づいて対象機器の冷却が必要か否
かを判定し（Ｓ１０４）、圧縮機２３が作動を停止し、かつ、対象機器の冷却が必要であ
ると判定された場合、膨張弁３０を開状態にする（Ｓ１１２）。
【００７１】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷
凍サイクル用冷媒が、重力により凝縮器１６へ流入することを促進することができる。よ
ってサーモサイフォン１０により、対象機器を冷却することができる。
【００７２】
　（第２実施形態）
　第２実施形態に係る機器温調装置について図５を用いて説明する。上記第１実施形態の
コンデンサ２１は、図４に示したように、２つの出入口２１３を有し、第１接続配管２０
１は、コンデンサ２１の出入口２１３のうち上下方向上側に配置された出入口２１３より
も上下方向下側に配置された出入口２１３と凝縮器１６の流入口１６３との間を接続して
いる。
【００７３】
　これに対し、本実施形態のコンデンサ２１は、図５に示すように、３つの出入口２１３
を有し、第１接続配管２０１は、コンデンサ２１の出入口２１３のうち最も上下方向上側
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に配置された出入口２１３よりも上下方向下側に配置された出入口２１３と凝縮器１６の
流入口１６３との間を接続している。
【００７４】
　このような構成によれば、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１にて凝縮
した液相の冷凍サイクル用冷媒が、凝縮器１６へ向かって流出しやすく、コンデンサ２１
から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入を促進することができる。よってサーモサ
イフォン１０により、対象機器を冷却することができる。
【００７５】
　（第３実施形態）
　第３実施形態に係る機器温調装置について図６を用いて説明する。本実施形態では、冷
凍サイクル用冷媒がコンデンサ２１内の熱交換部を縦方向に流れる配置となっている。ま
た、本実施形態のコンデンサ２１は、３つの出入口２１３を有し、第１接続配管２０１は
、コンデンサ２１の出入口２１３のうち最も上下方向上側に配置された出入口２１３より
も上下方向下側に配置された出入口２１３と凝縮器１６の流入口１６３との間を接続して
いる。
【００７６】
　このような構成によれば、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１にて凝縮
した液相の冷凍サイクル用冷媒が、凝縮器１６へ向かって流出しやすく、コンデンサ２１
から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入を促進することができる。よってサーモサ
イフォン１０により、対象機器を冷却することができる。
【００７７】
　（第４実施形態）
　第４実施形態に係る機器温調装置について図７～図８を用いて説明する。上記第１実施
形態の機器温調装置は、ＥＣＵ５０の制御に応じて作動する膨張弁３０を有しているが、
本実施形態の機器温調装置は、膨張弁３０に代えて機械式膨張弁３１を有している。さら
に、本実施形態の機器温調装置は、機械式膨張弁３１を迂回する迂回流路２０４と、迂回
流路２０４に配置された開閉弁３２と、を有している。開閉弁３２は、ＥＣＵ５０の制御
に応じて作動する電気式バルブにより構成されている。
【００７８】
　次に、ＥＣＵ５０の処理について図８に従って説明する。ＥＣＵ５０は、周期的に図８
に示す処理を実施する。
【００７９】
　まず、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された
か否かに基づいて冷凍サイクルをオフするか否かを判定する。ここで、冷凍サイクルのオ
フを指示する信号が入力されていない場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ１０２にて、バルブ３２を
閉状態に制御する。この際、冷凍サイクルが膨張弁３１によって減圧される。
【００８０】
　また、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ１０４
にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却が必要
か否かを判定する。例えば、対象機器の温度が所定値以上の場合には、対象機器の冷却が
必要であると判定する。また、対象機器の温度が所定値未満の場合には、対象機器の冷却
が必要でないと判定する。
【００８１】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３の作
動を停止させるとともに、Ｓ１１２にて、弁を全開とするようバルブ３２を制御し、メイ
ンルーチンに戻る。
【００８２】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、弁開度を全開とするようバルブ３２が
制御されるので、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進さ
れる。
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【００８３】
　また、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて対象機器の冷却が必要でないと判定した場合、Ｓ１
１４にて、弁を全閉状態とするようバルブ３２を制御する。
【００８４】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、弁が全閉となるようバルブ３２が制御
されるので、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が抑制され、
制御対象の冷却を促進させないようにすることができる。
【００８５】
　（第５実施形態）
　第５実施形態に係る機器温調装置について図９を用いて説明する。本実施形態の機器温
調装置は、第１接続配管２０１が、コンデンサ２１の流出口２１２から凝縮器１６の流入
口１６３に近づくにつれて上下方向下側に傾斜するよう配置されている。また、凝縮器１
６の流入口１６３は、第２循環回路２００に冷凍サイクル用冷媒が充填される際の冷凍サ
イクル用冷媒の目標液面よりも上下方向下側に配置されている。さらに、本実施形態の機
器温調装置は、機械式膨張弁３１と開閉弁３２が第１接続配管２０１に接続されている。
なお、ＥＣＵ５０の制御は、図８に示した処理と同一であるため、ここでがその詳細につ
いては省略する。
【００８６】
　上記したように、第１接続配管２０１が、コンデンサ２１の流出口２１２から凝縮器１
６の流入口１６３に近づくにつれて上下方向下側に傾斜するよう配置されている。したが
って、コンデンサ２１の流出口２１２から凝縮器１６の流入口１６３に向かって冷凍サイ
クル用冷媒が流れやすく、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入
が促進される。
【００８７】
　また、凝縮器１６の流入口１６３は、第２循環回路２００に冷凍サイクル用冷媒が充填
される際の冷凍サイクル用冷媒の目標液面よりも上下方向下側に配置されている。したが
って、圧縮機２３が作動を停止した際に、凝縮器１６に冷凍サイクル用冷媒を貯液するこ
とができ、冷却対象機器を冷却することができる。
【００８８】
　（第６実施形態）
　第６実施形態に係る機器温調装置について図１０～図１１を用いて説明する。本実施形
態の機器温調装置は、上記第１実施形態の機器温調装置に対し、さらに、圧縮機２３が作
動を停止した際に、第１凝縮器としての凝縮器１６より優先して冷却器１４により蒸発さ
れたサーモサイフォン用冷媒を凝縮させる駐車時用熱交換器１８を備えている。駐車時用
熱交換器１８は、第２凝縮器に相当する。そして、圧縮機２３が作動を停止した際に、コ
ンデンサ２１から駐車時用熱交換器１８への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進されるよう
構成されている。また、本実施形態の機器温調装置は、ＥＣＵ５０の制御に応じて作動す
る開閉弁３２を有している。
【００８９】
　本実施形態の機器温調装置は、復路配管１０２の途中から分岐して冷却器１４の流入口
１４１に至る迂回流路１０３を有している。
【００９０】
　圧縮機作動時、コンデンサ２１の流出口２１２から流出する冷凍サイクル用冷媒の温度
は、冷却器１４の流出口１４２から流出するサーモサイフォン用冷媒の温度よりも高温と
なっている。
【００９１】
　駐車時用熱交換器１８は、サーモサイフォン冷媒を流入する流入口１８１と、サーモサ
イフォン冷媒を流入する流出口１８２と、冷凍サイクル用冷媒を流入する流入口１８３と
、冷凍サイクル用冷媒を流入する流出口１８４と、を有している。駐車時用熱交換器１８
の流入口１８１は、凝縮器１６の流入口１６１よりも上下方向下側に配置されている。駐
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車時用熱交換器１８は、迂回流路１０３に配置されている。駐車時用熱交換器１８は、開
閉弁３２よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流れ上流側に配置されている。
【００９２】
　駐車時用熱交換器１８は、サーモサイフォン用冷媒と冷凍サイクル用冷媒とを熱交換し
てサーモサイフォン用冷媒を凝縮させる。駐車時用熱交換器１８は、圧縮機２３が作動を
停止した際に、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイクル用冷媒が、重力により流
入しやすい配置となっている。よって、凝縮器１６より優先して冷却器１４により蒸発さ
れたサーモサイフォン用冷媒を凝縮させる。
【００９３】
　冷却器１４の流出口１４２から流出した冷凍サイクル用冷媒が、駐車時用熱交換器１８
に流入すると、駐車時用熱交換器１８の内部で凝縮する。駐車時用熱交換器１８の内部で
凝縮した冷凍サイクル用冷媒は、冷却器１４の流入口１４１から冷却器１４の内部に導入
される。
【００９４】
　次に、ＥＣＵ５０による開閉弁３２の制御について図１１に従って説明する。ＥＣＵ５
０は、周期的に図１１に示す処理を実施する。
【００９５】
　まず、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された
か否かに基づいて冷凍サイクルをオフするか否かを判定する。ここで、冷凍サイクルのオ
フを指示する信号が入力されていない場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３を通常作動させる
とともに、Ｓ１０２にて、弁が全開となるよう開閉弁３２を制御し、メインルーチンに戻
る。
【００９６】
　ここで、冷却器１４の流出口１４２から流出したサーモサイフォン用冷媒の温度は、駐
車時用熱交換器１８を通る冷凍サイクル用冷媒の温度よりも低い。よって、駐車時用熱交
換器１８では熱交換しない。冷却器１４の流出口１４２から流出したサーモサイフォン用
冷媒は、凝縮器１６にて冷凍サイクル用冷媒と熱交換して凝縮する。凝縮器１６にて凝縮
したサーモサイフォン用冷媒は、冷却器１４の流入口１４１から冷却器１４の内部に導入
される。
【００９７】
　また、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ１０４
にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却が必要
か否かを判定する。
【００９８】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３の作
動を停止させるとともに、Ｓ２０６にて、弁開度を全開とするよう開閉弁３２を制御し、
メインルーチンに戻る。
【００９９】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、弁開度を全開とするよう開閉弁３２が
制御されるので、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイクル用冷媒が、重力により
駐車時用熱交換器１８に流入することを促進される。また、駐車時用熱交換器１８にて凝
縮したサーモサイフォン用冷媒は、冷却器１４の流入口１４１から冷却器１４の内部に導
入される。よって、冷却器１４の流出口１４２から流出したガス相のサーモサイフォン用
冷媒とは別の経路で冷却器１４に導入されるため、対象機器の冷却が促進される。
【０１００】
　また、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて対象機器の冷却が必要でないと判定した場合、圧縮
機２３の作動を停止させるとともに、Ｓ２０８にて、弁開度を全閉とするよう開閉弁３２
を制御し、メインルーチンに戻る。
【０１０１】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した際に、弁開度を全閉とするようバルブ３２が
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制御されるので、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイクル用冷媒が、重力により
駐車時用熱交換器１８に流入することを抑制され、制御対象の冷却を促進させないように
することができる。
【０１０２】
　（第７実施形態）
　第７実施形態に係る機器温調装置について図１２を用いて説明する。本実施形態の機器
温調装置は、駐車時用熱交換器１８が、膨張弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流れ
下流側に配置されている。なお、ＥＣＵ５０の処理は図３に示したフローチャートと同じ
であるため、ここではその説明を省略する。このように、駐車時用熱交換器１８を、膨張
弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流れ下流側に配置することもできる。
【０１０３】
　（第８実施形態）
　第８実施形態に係る機器温調装置について図１３～図１４を用いて説明する。本実施形
態の機器温調装置は、駐車時用熱交換器１８を迂回するバイパス通路２０５と、このバイ
パス通路２０５により形成される流路を開閉する開閉弁３２と、第１接続配管２０１によ
り形成される流路を開閉する開閉弁３４と、を備えている。開閉弁３２、３４は、それぞ
れＥＣＵ５０の制御に応じて動作する。
【０１０４】
　次に、ＥＣＵ５０の処理について図１４に従って説明する。ＥＣＵ５０は、周期的に図
１４に示す処理を実施する。
【０１０５】
　まず、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された
か否かに基づいて冷凍サイクルをオフするか否かを判定する。ここで、冷凍サイクルのオ
フを指示する信号が入力されていない場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３を通常作動させる
とともに、Ｓ３０２にて、膨張弁３０を通常作動させるとともに、駐車時用熱交換器１８
へ冷凍サイクル用冷媒を流さないようバルブ３２、３４を制御する。具体的には、弁開度
が所定の目標開度となるよう膨張弁３０を制御し、弁開度を全開とするようバルブ３２を
制御し、弁開度を全閉とするよう開閉弁３４を制御し、メインルーチンに戻る。したがっ
て、駐車時用熱交換器１８による熱交換はほとんど行われない。
【０１０６】
　また、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ１０４
にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却が必要
か否かを判定する。
【０１０７】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３の作
動を停止させるとともに、Ｓ３０５にて、駐車時用熱交換器１８へ冷凍サイクル用冷媒を
流すようバルブ３２、３４を制御する。具体的には、弁開度を全閉とするようバルブ３２
を制御し、弁開度を全開とするよう開閉弁３４を制御し、メインルーチンに戻る。
【０１０８】
　したがって、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイクル用冷媒が、重力により駐
車時用熱交換器１８に流入することが促進される。また、駐車時用熱交換器１８にて凝縮
したサーモサイフォン用冷媒は、冷却器１４の流入口１４１から冷却器１４の内部に導入
される。よって、冷却器１４の流出口１４２から流出したサーモサイフォン用冷媒とは別
の経路で冷却器１４に導入されるため、対象機器の冷却が促進される。
【０１０９】
　また、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて対象機器の冷却が必要でないと判定した場合、圧縮
機２３の作動を停止させるとともに、Ｓ３０６にて、駐車時用熱交換器１８へ冷凍サイク
ル用冷媒を流さないようバルブ３２、３４を制御する。具体的には、バルブ３２、３４を
ともに全閉とするよう開閉弁３４を制御し、メインルーチンに戻る。
【０１１０】
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　したがって、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイクル用冷媒が、重力により駐
車時用熱交換器１８に流入することが抑制され、制御対象の冷却を促進させないようにす
ることができる。
【０１１１】
　（第９実施形態）
　第９実施形態に係る機器温調装置について図１５を用いて説明する。上記第７実施形態
の機器温調装置は、駐車時用熱交換器１８が、膨張弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒の冷
媒流れ上流側に配置されている。これに対し、本実施形態の機器温調装置は、駐車時用熱
交換器１８が、膨張弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流れ下流側に配置されている
。なお、ＥＣＵ５０の処理は図１４に示したフローチャートと同じであるため、ここでは
その説明を省略する。
【０１１２】
　このように、駐車時用熱交換器１８を、膨張弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流
れ下流側に配置した場合においても、駐車時用熱交換器１８におけるサーモサイフォン用
冷媒の凝縮をより促進することができる。
【０１１３】
　（第１０実施形態）
　第１０実施形態に係る機器温調装置について図１６を用いて説明する。上記第７実施形
態の機器温調装置は、駐車時用熱交換器１８で凝縮したサーモサイフォン用冷媒が冷却器
１４の流入口１４１に導入されるよう構成されている。これに対し、本実施形態の機器温
調装置は、駐車時用熱交換器１８で凝縮したサーモサイフォン用冷媒が冷却器１４の流出
口１４２に導入されるよう構成されている。なお、ＥＣＵ５０の処理は図３に示したフロ
ーチャートと同じであるため、ここではその説明を省略する。
【０１１４】
　圧縮機２３が作動している際には、冷却器１４にて蒸発したサーモサイフォン用冷媒は
、駐車時用熱交換器１８で冷凍サイクル用冷媒と熱交換された後、さらに、凝縮器１６で
冷凍サイクル用冷媒と熱交換される。
【０１１５】
　また、圧縮機２３が作動を停止すると、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイク
ル用冷媒が、重力により駐車時用熱交換器１８に流入する。そして、駐車時用熱交換器１
８により冷却器１４の流出口１４２から流出したサーモサイフォン用冷媒が凝縮し、この
凝縮したサーモサイフォン用冷媒は冷却器１４の流出口１４２から冷却器１４内に戻る。
これにより、対象機器の冷却が促進される。
【０１１６】
　（第１１実施形態）
　第１１実施形態に係る機器温調装置について図１７を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、駐車時用熱交換器１８が、膨張弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流
れ上流側に配置されている。また、駐車時用熱交換器１８よりも冷凍サイクル用冷媒の冷
媒流れ上流側に開閉弁３４が設けられている。なお、ＥＣＵ５０の処理は図１１に示した
フローチャートと同じであるため、ここではその説明を省略する。
【０１１７】
　本実施形態のように、駐車時用熱交換器１８が、膨張弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒
の冷媒流れ上流側に配置されている場合には、圧縮機２３が作動を停止し、かつ対象機器
の冷却が必要と判断した際に、駐車時用熱交換器１８よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流
れ上流側に配置された開閉弁３４を開弁状態に制御するのが望ましい。
【０１１８】
　（第１２実施形態）
　第１２実施形態に係る機器温調装置について図１８を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、凝縮器１６の流出口１６４が、凝縮器１６の流入口１６３より上下方向上
側に配置されている。そして、凝縮器１６の流入口１６３から流入した冷凍サイクル用冷
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媒が蒸発して上下方向上側に移動して凝縮器１６の流出口１６４から流出するよう構成さ
れている。
【０１１９】
　本実施形態の機器温調装置は、凝縮器１６の流入口１６３がコンデンサ２１の流出口２
１２よりも上下方向下側に配置されている。したがって、圧縮機２３が作動を停止した際
に、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイクル用冷媒が、重力により駐車時用熱交
換器１８に流入することが促進される。よってサーモサイフォン１０により、対象機器を
冷却することができる。
【０１２０】
　また、凝縮器１６の流出口１６４が、凝縮器１６の流入口１６３より上下方向上側に配
置されているので、凝縮器１６に流入した液相の冷凍サイクル用冷媒が、凝縮器１６の内
部で蒸発してガス化した際の排出性が向上し、冷却器１４の冷却能力を向上することがで
きる。
【０１２１】
　（第１３実施形態）
　第１３実施形態に係る機器温調装置について図１９を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、駐車時用熱交換器１８の流出口１８４が、凝縮器１６の流入口１８３より
上下方向上側に配置されている。そして、駐車時用熱交換器１８の流入口１８３から流入
した冷凍サイクル用冷媒が蒸発して上下方向上側に移動して駐車時用熱交換器１８の流出
口１８４から流出するよう構成されている。
【０１２２】
　このように、駐車時用熱交換器１８の流出口１８４が、凝縮器１６の流入口１８３より
上下方向上側に配置されているので、駐車時用熱交換器１８に流入した液相の冷凍サイク
ル用冷媒が、駐車時用熱交換器１８の内部で蒸発してガス化した際の排出性が向上し、冷
却器１４の冷却能力を向上することができる。
【０１２３】
　（第１４実施形態）
　第１４実施形態に係る機器温調装置について図２０を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、第１接続配管２０１が、コンデンサ２１の流出口２１２から駐車時用熱交
換器１８の流入口１８３に近づくにつれて上下方向下側に傾斜するよう配置されている。
【０１２４】
　また、凝縮器１６の流入口１６３が、第２循環回路２００に冷凍サイクル用冷媒が充填
される際の冷凍サイクル用冷媒の目標液面よりも上下方向下側に配置されている。なお、
ＥＣＵ５０の制御は、図１４に示した処理と同一であるため、ここではその詳細について
は省略する。
【０１２５】
　このように、第１接続配管２０１が、コンデンサ２１の流出口２１２から駐車時用熱交
換器１８の流入口１８３に近づくにつれて上下方向下側に傾斜するよう配置されているの
で、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイクル
用冷媒が、重力により駐車時用熱交換器１８に流入することが促進される。よってサーモ
サイフォン１０により、対象機器を冷却することができる。
【０１２６】
　また、凝縮器１６の流入口１６３が、第２循環回路２００に冷凍サイクル用冷媒が充填
される際の冷凍サイクル用冷媒の目標液面よりも上下方向下側に配置されているので、さ
らに、コンデンサ２１から駐車時用熱交換器１８への冷凍サイクル用冷媒の流入を促進す
ることができる。
【０１２７】
　（第１５実施形態）
　第１５実施形態に係る機器温調装置について図２１を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、駐車時用熱交換器１８が、膨張弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流
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れ下流側に配置されている。なお、ＥＣＵ５０の制御は、図１４に示した処理と同一であ
るため、ここでがその詳細については省略する。
【０１２８】
　このように、駐車時用熱交換器１８を、膨張弁３０よりも冷凍サイクル用冷媒の冷媒流
れ下流側に配置することもできる。
【０１２９】
　（第１６実施形態）
　第１６実施形態に係る機器温調装置について図２２～図２３を用いて説明する。上記第
６実施形態の機器温調装置は、コンデンサ２１から流出した冷凍サイクル用冷媒と冷却器
１４から流出したサーモサイフォン用冷媒との熱交換によりサーモサイフォン用冷媒を凝
縮させる駐車時用熱交換器１８を備えた。これに対し、本実施形態の機器温調装置は、駐
車時用熱交換器１８に代えて復路配管１０２を流れるサーモサイフォン用冷媒の熱を第１
接続配管２０１に伝熱させる熱伝達部材４０を備えている。熱伝達部材４０は、銅、アル
ミニウム等の高熱伝導部材により構成されている。
【０１３０】
　熱伝達部材４０により、冷却器１４の流出口１４２から流出した気相サーモサイフォン
用冷媒が冷却される。そして、このサーモサイフォン用冷媒が凝縮して液相となり、冷却
器１４の流出口１４２から冷却器１４の内部に流入する。よって、対象機器を冷却するこ
とができる。
【０１３１】
　なお、本実施形態では、熱伝達部材４０が膨張弁３０の冷凍サイクル用冷媒の冷媒流れ
上流側の第１接続配管２０１と接触しているが、熱伝達部材４０が膨張弁３０の冷凍サイ
クル用冷媒の冷媒流れ下流側の第１接続配管２０１と接触するよう構成することもできる
。
【０１３２】
　また、図２３内の矢印Ａ～Ｃに示すように、第１循環回路１００と熱伝達部材４０との
接触部は、第１循環回路１００にサーモサイフォン用冷媒が充填される際のサーモサイフ
ォン用冷媒の目標液面よりも上下方向上側とするのが好ましい。この目標液面は、サーモ
サイフォンが非作動時、すなわち第１循環回路１００内をサーモサイフォン用冷媒が循環
していない際の液面と同じである。
【０１３３】
　すなわち、矢印Ａに示すサーモサイフォン用冷媒の目標液面より上下方向上側で、かつ
、復路配管１０２の最上部より冷却器１４側の領域と、矢印Ｂに示す復路配管１０２の最
上部と凝縮器１６との間の領域と、矢印Ｃに示すサーモサイフォン用冷媒の目標液面より
上下方向上側で、かつ、凝縮器１６と復路配管１０２との接続部との間の領域に第１循環
回路１００と熱伝達部材４０との接触部を配置するのが好ましい。
【０１３４】
　なお、上記各実施形態の駐車時用熱交換器１８を配置する領域についても、同様に、第
１循環回路１００にサーモサイフォン用冷媒が充填される際のサーモサイフォン用冷媒の
目標液面よりも上下方向上側とするのが好ましい。
【０１３５】
　また、矢印Ｂおよび矢印Ｃに示す領域に第１循環回路１００と熱伝達部材４０との接触
部を配置すると、熱伝達部材４０にて凝縮した液相のサーモサイフォン用冷媒は、冷却器
１４の流出口１４２から流出したガス相のサーモサイフォン用冷媒とは別の経路で冷却器
１４に導入される。よって、対象機器の冷却が促進される。
【０１３６】
　なお、上記各実施形態の駐車時用熱交換器１８を配置する領域についても、同様に、矢
印Ｂに示す復路配管１０２の最上部と凝縮器１６との間の領域と、矢印Ｃに示すサーモサ
イフォン用冷媒の目標液面より上下方向上側で、かつ、凝縮器１６と復路配管１０２との
接続部との間の領域に第１循環回路１００と熱伝達部材４０との接触部を配置するのが好
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ましい。
【０１３７】
　また、凝縮器１６についても、第１循環回路１００にサーモサイフォン用冷媒が充填さ
れる際のサーモサイフォン用冷媒の目標液面よりも上下方向上側とするのが好ましい。
【０１３８】
　なお、本実施形態では、復路配管１０２を流れるサーモサイフォン用冷媒の熱を第１接
続配管２０１に伝熱させる熱伝達部材４０を備えたが、第１循環回路１００の少なくとも
一部に第1熱媒体の熱を伝熱させる熱伝達部材４０を設けるようにしてもよい。
【０１３９】
　（第１７実施形態）
　第１７実施形態に係る機器温調装置について図２４～図２５を用いて説明する。本実施
形態では、第２循環回路２００が、冷凍サイクル用冷媒が圧縮機２３を迂回するように流
れる迂回配管２０６を有している。また、迂回配管２０６には、該迂回配管２０６により
形成される流路を開閉する迂回流路開閉部３６が設けられている。そして、圧縮機２３が
作動を停止した際に、迂回流路開閉部３６が開状態となるよう制御され、凝縮器１６で蒸
発した冷凍サイクル用冷媒が迂回配管２０６を通って循環するループ式サーモサイフォン
が構成される。
【０１４０】
　次に、ＥＣＵ５０の制御について図２５を参照して説明する。ＥＣＵ５０は、周期的に
図２５に示す処理を実施する。
【０１４１】
　まず、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された
か否かに基づいて冷凍サイクルをオフするか否かを判定する。ここで、冷凍サイクルのオ
フを指示する信号が入力されていない場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３を通常作動させる
とともに、Ｓ４０２にて、ループ式サーモサイフォンに切り替わらないよう迂回流路開閉
部３６を制御する。具体的には、閉弁状態となるよう迂回流路開閉部３６を制御する。こ
れにより、圧縮機２３で圧縮された冷凍サイクル用冷媒が循環回路２００を循環する。
【０１４２】
　また、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力された場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ１０４
にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却が必要
か否かを判定する。例えば、対象機器の温度が所定値以上の場合には、対象機器の冷却が
必要であると判定する。また、対象機器の温度が所定値未満の場合には、対象機器の冷却
が必要でないと判定する。
【０１４３】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３の作
動を停止させるとともに、Ｓ４０４にて、ループ式サーモサイフォンに切り替わるよう迂
回流路開閉部３６を制御する。具体的には、弁開度を全開とするよう迂回流路開閉部３６
を制御し、メインルーチンに戻る。
【０１４４】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止しても、凝縮器１６を迂回するように冷凍サイク
ル用冷媒が迂回配管２０６を通って第２循環回路２００を循環する。このため、冷却器１
４による対象機器の冷却が継続される。
【０１４５】
　また、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００にて対象機器の冷却が必要でないと判定した場合、圧縮
機２３の作動を停止させるとともに、Ｓ４０２にて、ループ式サーモサイフォンに切り替
わらないよう迂回流路開閉部３６を制御し、メインルーチンに戻る。具体的には、閉弁状
態となるよう迂回流路開閉部３６を制御する。これにより、圧縮機２３により冷凍サイク
ル用冷媒の循環が阻害されるため、循環回路２００がループ式サーモサイフォンとして機
能しなくなるため、冷却器１４による対象機器の冷却は促進されなくなる。
【０１４６】
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　（第１８実施形態）
　第１８実施形態に係る機器温調装置について図２６を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、復路配管１０２を流れるサーモサイフォン用冷媒の熱を第１接続配管２０
１に伝熱させる熱伝達部材４０を備えている。さらに、本実施形態では、第２循環回路２
００が、冷凍サイクル用冷媒が圧縮機２３を迂回するように流れる迂回配管２０６を有し
ている。また、迂回配管２０６には、該迂回配管２０６により形成される流路を開閉する
迂回流路開閉部３６が設けられている。そして、圧縮機２３が作動を停止した際に、迂回
流路開閉部３６が開状態となるよう制御され、凝縮器１６で蒸発した冷凍サイクル用冷媒
が迂回配管２０６を通って循環するループ式サーモサイフォンが構成される。
【０１４７】
　なお、ＥＣＵ５０の制御は、図２５に示した処理と同一であるため、ここでがその詳細
については省略する。
【０１４８】
　また、圧縮機２３を作動させる場合、第１接続配管２０１には高温高圧冷媒が流れるた
め、熱伝達部材４０を介してサーモサイフォン用冷媒が受熱する。しかし、第１循環回路
１００と熱伝達部材４０との接触部は、図２３の矢印Ａに示すサーモサイフォン用冷媒の
目標液面より上下方向上側で、かつ、復路配管１０２の最上部より冷却器１４側の領域に
配置してあるので、凝縮器１６にて凝縮された液相のサーモサイフォン用冷媒が再び蒸発
する懸念はない。よって、圧縮機２３を作動させた場合の冷却性能低下を抑制することが
できる。
【０１４９】
　なお、第１循環回路１００と熱伝達部材４０との接触部は、図２３の矢印Ｂに示す復路
配管１０２の最上部と凝縮器１６との間の領域に配置しても、圧縮機２３を作動させた場
合の冷却性能低下を抑制することができる。
【０１５０】
　（第１９実施形態）
　第１９実施形態に係る機器温調装置について図２７を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、空調用蒸発器５１、空調用ブロワ５２、空調用膨張弁５３および空調用圧
縮機５４を備えている。また、本実施形態のコンデンサ２１は、空調用コンデンサとして
構成されている。
【０１５１】
　空調用蒸発器５１、空調用ブロワ５２、空調用膨張弁５３、空調用圧縮機５４およびコ
ンデンサ２１により空調用冷凍サイクルが構成されている。
【０１５２】
　空調用圧縮機５４が作動を開始すると、空調用圧縮機５４により圧縮された冷凍サイク
ル用冷媒はコンデンサ２１にて放熱される。そして、コンデンサ２１から流出した冷凍サ
イクル用冷媒は空調用膨張弁５３にて減圧され、凝縮器１６に流入する。そして、凝縮器
１６に流入した冷凍サイクル用冷媒は、再度、空調用圧縮機５４により圧縮される。
【０１５３】
　空調用圧縮機５４が作動を停止すると、この空調用蒸発器５１の内部の冷凍サイクル用
冷媒は、車室内の冷却された空気により凝縮する。この際、膨張弁３０と空調用膨張弁５
３は図３のように制御されることで、凝縮した液相の冷凍サイクル用冷媒が凝縮器１６に
流入する。このように、空調用蒸発器５１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入
が促進される。
【０１５４】
　本実施形態の機器温調装置は、空調用蒸発器５１を備え、圧縮機５４が作動を停止した
際に、空調用蒸発器５１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進される構成
となっている。これに対し、空調用蒸発器５１に代えて冷却水と冷凍サイクル用冷媒との
熱交換により冷却対象機器を冷却する水冷媒熱交換器を備え、圧縮機５４が作動を停止し
た際に、水冷媒熱交換器から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進される構成
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とすることもできる。
【０１５５】
　（第２０実施形態）
　第２０実施形態に係る機器温調装置について図２８を用いて説明する。圧縮機２３の作
動が停止している場合、第１循環回路の第１熱媒体は、二次電池とほぼ同じ温度となる。
よって、凝縮器内にある一次側回路１６ａ内のサーモサイフォン冷媒の温度も対象機器と
ほぼ同じとなる。一方で、第２循環回路のコンデンサは、圧縮機２３の作動を停止する際
は、外気相当に冷却される。
【０１５６】
　ここで、電池温度が外気温度よりも高い場合、第１循環回路　内のサーモサイフォン冷
媒のより受熱した凝縮器は、外気温度よりも高くなる。一方で、コンデンサは外気温度相
当に冷却されている。よってコンデンサにて冷凍サイクル用冷媒にて凝縮が発生する。加
えて、冷凍サイクル２０のうちコンデンサ２１を除く他の部品が、ほぼ外気温度と同等で
あるコンデンサの温度よりも高い場合、前述の他の部品より冷凍サイクル用冷媒が蒸発し
、コンデンサで冷凍サイクル用冷媒凝縮する事象が発生しやすい。特に、駐車中の夕方や
夜間のように昼間に対して外気温度が低下した場合、上述のような事象が発生する。
【０１５７】
　本実施形態の機器温調装置では、圧縮機２３が、該圧縮機２３により生じた熱を蓄熱す
ることが可能な熱容量部材２３０と接触するよう配置されている。本実施形態の熱容量部
材２３０は、銅、アルミニウム等の金属製部材により構成されている。したがって、圧縮
機２３の温度がコンデンサ２１の温度よりも高く維持されやすい。
【０１５８】
　このように、圧縮機２３を、該圧縮機２３により生じた熱を蓄熱することが可能な熱容
量部材２３０と接触するよう配置することで、圧縮機２３の作動を停止させた場合でも、
より多くの冷凍サイクル用冷媒を蒸発させることができる。よって、コンデンサ２１にて
、より多くの冷凍サイクル用冷媒を凝縮させることができるため、対象機器をより冷却す
ることが可能である。
【０１５９】
　なお、例えば、車両の内燃機関、車両のボデー、車両のフレーム等を熱容量部材２３０
として利用することもできる。
【０１６０】
　（第２１実施形態）
　第２１実施形態に係る機器温調装置について図２９を用いて説明する。上記各実施形態
の機器温調装置は、圧縮機２３が作動を停止した際に、コンデンサ２１から凝縮器１６へ
の冷凍サイクル用冷媒の流入が促進される配置となっている。これに対し、本実施形態の
機器温調装置は、コンデンサ２１から凝縮器１６への冷凍サイクル用冷媒の流入が促進さ
れる配置となってないが、冷却器１４から流出したサーモサイフォン用冷媒を凝縮器１６
に導入する復路配管１０２が、該復路配管１０２を伝熱により冷却するための伝熱部材４
１と接触している。
【０１６１】
　すなわち、本実施形態の機器温調装置は、復路配管１０２を流れるサーモサイフォン用
冷媒の熱をコンデンサ２１に伝熱させる伝熱部材４１を備えている。
【０１６２】
　本実施形態の機器温調装置では、復路配管１０２を流れるサーモサイフォン用冷媒の熱
が、伝熱部材４１を介して外気によって冷却されたコンデンサ２１に伝熱され、復路配管
１０２を流れるサーモサイフォン用冷媒が凝縮される。
【０１６３】
　したがって、圧縮機２３が作動を停止した場合でも、復路配管１０２を流れるサーモサ
イフォン用冷媒が凝縮され、この凝縮されたサーモサイフォン用冷媒が冷却器１４に流入
し、冷却器１４による対象機器の冷却を継続することができる。
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【０１６４】
　以上、説明したように、本実施形態の機器温調装置は、サーモサイフォン用冷媒を循環
させる第１循環回路１００を有するサーモサイフォン１０を備え、サーモサイフォン用冷
媒の液相と気相の相変化により対象機器としての電池１２ａ、１２ｂの温度を調整する。
そして、冷凍サイクル用冷媒を循環させる第２循環回路２００と、第２循環回路２００の
内部の冷凍サイクル用冷媒を圧縮して吐出する圧縮機２３と、圧縮機２３から吐出された
冷凍サイクル用冷媒と空気を熱交換して冷凍サイクル用冷媒の熱を放熱するコンデンサ２
１と、コンデンサ２１から流出した冷凍サイクル用冷媒を減圧させる膨張弁３０と、を有
する冷凍サイクル２０を備えている。
【０１６５】
　また、サーモサイフォン１０は、第１循環回路１００に配置され、対象機器の冷却時に
サーモサイフォン用冷媒が蒸発するように対象機器と冷凍サイクル用冷媒とが熱交換可能
に構成された冷却器１４と、膨張弁３０にて減圧された冷凍サイクル用冷媒と冷却器１４
により蒸発したサーモサイフォン用冷媒を熱交換してサーモサイフォン用冷媒を凝縮させ
る凝縮器１６と、を有している。
【０１６６】
　また、第１循環回路１００は、冷却器１４から流出したサーモサイフォン用冷媒を凝縮
器１６に導入する復路配管１０２を有し、復路配管１０２は、該復路配管１０２を伝熱に
より冷却するための伝熱部材４１と接触している。
【０１６７】
　このような構成によれば、圧縮機２３が作動を停止した場合でも、伝熱部材４１により
復路配管１０２を流れるサーモサイフォン用冷媒が冷却され、この冷却されたサーモサイ
フォン用冷媒が冷却器１４に導入される。したがって、圧縮機２３が作動を停止した場合
でも、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０１６８】
　また、圧縮機２３を作動させる場合において、コンデンサ２１を流れる高温高圧冷媒、
あるいは外気温がサーモサイフォン用冷媒の温度より高い時での外気により、伝熱部材４
１を介してサーモサイフォン用冷媒が受熱する。しかし、第１循環回路１００と伝熱部材
４１との接触部は、図２３の矢印Ａに示すサーモサイフォン用冷媒の目標液面より上下方
向上側で、かつ、復路配管１０２の最上部より冷却器１４側の領域に配置してあるので、
凝縮器１６にて凝縮された液相のサーモサイフォン用冷媒が再び蒸発する懸念はない。よ
って、圧縮機２３を作動させた場合の冷却性能低下を抑制することができる。
【０１６９】
　なお、第１循環回路１００と伝熱部材４１との接触部は、図２３の矢印Ｂに示す復路配
管１０２の最上部と凝縮器１６との間の領域に配置しても、圧縮機２３を作動させた場合
の冷却性能低下を抑制することができる。
【０１７０】
　なお、本実施形態では、復路配管１０２が、伝熱により冷却するための伝熱部材４１と
接触しているが、第１循環回路の少なくとも１カ所が、伝熱により冷却するための伝熱部
材４１と接触するよう構成してもよい。
【０１７１】
　（第２２実施形態）
　第２２実施形態に係る機器温調装置について図３０を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、サーモサイフォン用冷媒を凝縮器１６を迂回させる迂回流路１０４と、こ
の迂回流路１０４により形成される流路を開閉する開閉弁３５と、を備えている。さらに
、迂回流路１０４を流れるサーモサイフォン用冷媒の熱をコンデンサ２１に伝熱させる伝
熱部材４１を備えている。
【０１７２】
　本実施形態の機器温調装置は、図示しないＥＣＵによって冷却が必要であると判定され
た場合、開弁状態となるよう開閉弁３５が制御される。この際、凝縮器１６を迂回して迂
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回流路１０４を流れるサーモサイフォン用冷媒の熱が、伝熱部材４１を介して外気によっ
て冷却されるコンデンサ２１に伝熱され、迂回流路１０４を流れるサーモサイフォン用冷
媒が凝縮される。
【０１７３】
　なお、迂回流路１０４を流れるサーモサイフォン用冷媒は、凝縮すると往路配管１０１
を通って冷却器１４の内部に導入される。
【０１７４】
　また、図示しないＥＣＵによって冷却が必要でないと判定された場合、閉弁状態となる
よう開閉弁３５が制御される。したがって、冷却器１４によって蒸発したサーモサイフォ
ン用冷媒は凝縮器１６に導入され、凝縮器１６の内部で凝縮される。
【０１７５】
　本実施形態では、迂回流路１０４と伝熱部材４１の接触部よりもサーモサイフォン冷媒
の冷媒流れ上流側に開閉弁３５を配置したが、迂回流路１０４と伝熱部材４１の接触部よ
りもサーモサイフォン冷媒の冷媒流れ下流側に開閉弁３５を配置してもよい。
【０１７６】
　（第２３実施形態）
　第２３実施形態に係る機器温調装置について図３１を用いて説明する。本実施形態の冷
却器１４は、熱交換コア１４ａおよびタンク１４ｂ、１４ｃを有している。タンク１４ｃ
は、往路配管１０１に接続され、タンク１４ｂは、復路配管１０２に接続される。熱交換
コア１４ａは、電池１２ａと電池１２ｂとの間に配置されている。
【０１７７】
　電池１２ａおよび電池１２ｂは、それぞれ端子Ｔ１～Ｔ２を有している。本実施形態の
機器温調装置では、電池１２ａおよび電池１２ｂの側面に端子Ｔ１～Ｔ２が配置されてい
る。
【０１７８】
　凝縮器１６から復路配管１０２を介してタンク１４ｃにサーモサイフォン用冷媒が導入
される。熱交換コア１４ａは、冷凍サイクル用冷媒とサーモサイフォン用冷媒との熱交換
により電池１２ａと電池１２ｂを冷却する。この際、熱交換コア１４ａの内部でサーモサ
イフォン用冷媒は蒸発し、この蒸発したサーモサイフォン用冷媒は、復路配管１０２を介
して凝縮器１６に導入される。
【０１７９】
　（第２４実施形態）
　第２４実施形態に係る機器温調装置について図３２を用いて説明する。上記第１２実施
形態の機器温調装置は、電池１２ａおよび電池１２ｂの側面に端子Ｔ１～Ｔ２が配置され
ている。これに対し、本実施形態の機器温調装置は、電池１２ａおよび電池１２ｂの上面
に端子Ｔ１～Ｔ２が配置されている。
【０１８０】
　（第２５実施形態）
　第２５実施形態に係る機器温調装置について図３３を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、電池１２ａおよび電池１２ｂの下面に冷却器１４の熱交換コア１４ａが配
置されている。すなわち、電池１２ａおよび電池１２ｂは、熱交換コア１４ａの一面にの
み配置されている。
【０１８１】
　（第２６実施形態）
　第２６実施形態に係る機器温調装置について図３４を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置は、凝縮器１６の流入口１６３が、コンデンサ２１の流出口２１２と同じ高さ
に配置されている。そして、凝縮器１６の流入口１６３とコンデンサ２１の流出口２１２
との間を接続している第１接続配管２０１は水平に配置されている。
【０１８２】
　このように、凝縮器１６の流入口１６３が、コンデンサ２１の流出口２１２と同じ高さ
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となるように配置しても、圧縮機が作動を停止した際に、コンデンサ２１にて凝縮した液
相の第２熱媒体が重力により凝縮器へ流入することを促進することができる。よってサー
モサイフォン１０により、対象機器を冷却することができる。
【０１８３】
　（第２７実施形態）
　第２７実施形態に係る機器温調装置について図３５を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置の構成は、第１実施形態の機器温調装置と同じである。本実施形態の機器温調
装置は、第１実施形態の機器温調装置と比較して、ＥＣＵ５０のＳ１０４以降の処理が異
なる。
【０１８４】
　本実施形態のＥＣＵ５０は、図３５に示す処理を定期的に実施する。まず、ＥＣＵ５０
は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力されたか否かに基づいて冷
凍サイクルをオフするか否かを判定する。
【０１８５】
　ここで、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力されている場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ
１０４にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却
が必要か否かを判定する。
【０１８６】
　具体的には、ＥＣＵ５０は、対象機器の温度が第１閾値以上の場合、対象機器の冷却が
必要であると判定し、対象機器の温度が第１閾値未満の場合、対象機器の冷却が必要でな
いと判定する。
【０１８７】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０２にて、
冷却能力を増加する必要があるか否かを判定する。具体的には、対象機器の温度が第１閾
値よりも高い第２閾値以上の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定する。
また、対象機器の温度が第２閾値未満の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと
判定する。
【０１８８】
　ここで、対象機器の温度が第２閾値以上の場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０４にて、冷凍サ
イクルをオンする。具体的には、圧縮機２３を作動させる。さらに、膨張弁３０を通常作
動させる。具体的には、弁開度が所定の目標開度となるよう膨張弁３０を制御し、メイン
ルーチンに戻る。
【０１８９】
　また、対象機器の温度が第２閾値未満の場合には、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３を作動さ
せることなく、Ｓ１０８にて、弁開度を全開とするよう膨張弁３０を制御し、メインルー
チンに戻る。
【０１９０】
　上記したように、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、圧縮機２３が作動を停止
したと判定され、かつ、対象機器の冷却が必要であると判定され、かつ、対象機器の冷却
能力の増加が必要であると判定された場合、Ｓ５０４にて圧縮機２３を作動させる。
【０１９１】
　つまり、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定された場合には、凝縮器１６に
第１熱媒体を強制的に流入させることができ、冷却性能を増加させることができる。
【０１９２】
　また、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと判定された場合には、圧縮機２３を作
動させないので、圧縮機２３を駆動するための電力を消費しないようにすることができる
。
【０１９３】
　なお、本実施形態では、対象機器の温度が第２閾値以上であるか否かに基づいて対象機
器の冷却能力の増加が必要であるか否かを判定した。これに対し、対象機器の冷却能力の
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増加をユーザ操作から指示された場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定す
るようにしてもよい。
【０１９４】
　（第２８実施形態）
　第２８実施形態に係る機器温調装置について図３６を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置の構成は、第４実施形態の機器温調装置と同じである。本実施形態の機器温調
装置は、第１０実施形態の機器温調装置と比較して、ＥＣＵ５０のＳ１０４以降の処理が
異なる。
【０１９５】
　本実施形態のＥＣＵ５０は、図３６に示す処理を定期的に実施する。まず、ＥＣＵ５０
は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力されたか否かに基づいて冷
凍サイクルをオフするか否かを判定する。
【０１９６】
　ここで、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力されている場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ
１０４にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却
が必要か否かを判定する。
【０１９７】
　具体的には、ＥＣＵ５０は、対象機器の温度が第１閾値以上の場合、対象機器の冷却が
必要であると判定し、対象機器の温度が第１閾値未満の場合、対象機器の冷却が必要でな
いと判定する。
【０１９８】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０２にて、
冷却能力を増加する必要があるか否かを判定する。具体的には、対象機器の温度が第１閾
値よりも高い第２閾値以上の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定する。
また、対象機器の温度が第２閾値未満の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと
判定する。
【０１９９】
　ここで、対象機器の温度が第２閾値以上の場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ６０４にて、冷凍サ
イクルをオンする。具体的には、圧縮機２３を作動させる。さらに、弁開度を全開とする
ようバルブ３２を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２００】
　また、対象機器の温度が第２閾値未満の場合には、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３を作動さ
せることなく、Ｓ１１２にて、弁開度を全開とするようバルブ３２を制御し、メインルー
チンに戻る。
【０２０１】
　上記したように、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、圧縮機２３が作動を停止
したと判定され、かつ、対象機器の冷却が必要であると判定され、かつ、対象機器の冷却
能力の増加が必要であると判定された場合、Ｓ３０４にて圧縮機２３を作動させる。
【０２０２】
　つまり、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定された場合には、凝縮器１６に
第１熱媒体を強制的に流入させることができ、冷却性能を増加させることができる。
【０２０３】
　また、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと判定された場合には、圧縮機２３を作
動させないので、圧縮機２３を駆動するための電力を消費しないようにすることができる
。
【０２０４】
　なお、本実施形態では、対象機器の温度が第２閾値以上であるか否かに基づいて対象機
器の冷却能力の増加が必要であるか否かを判定した。これに対し、対象機器の冷却能力の
増加をユーザ操作から指示された場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定す
るようにしてもよい。
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【０２０５】
　（第２９実施形態）
　第２９実施形態に係る機器温調装置について図３７を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置の構成は、第６実施形態の機器温調装置と同じである。本実施形態の機器温調
装置は、第６実施形態の機器温調装置と比較して、ＥＣＵ５０のＳ１０４以降の処理が異
なる。
【０２０６】
　本実施形態のＥＣＵ５０は、図３７に示す処理を定期的に実施する。まず、ＥＣＵ５０
は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力されたか否かに基づいて冷
凍サイクルをオフするか否かを判定する。
【０２０７】
　ここで、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力されている場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ
１０４にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却
が必要か否かを判定する。
【０２０８】
　具体的には、ＥＣＵ５０は、対象機器の温度が第１閾値以上の場合、対象機器の冷却が
必要であると判定し、対象機器の温度が第１閾値未満の場合、対象機器の冷却が必要でな
いと判定する。
【０２０９】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０２にて、
冷却能力を増加する必要があるか否かを判定する。具体的には、対象機器の温度が第１閾
値よりも高い第２閾値以上の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定する。
また、対象機器の温度が第２閾値未満の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと
判定する。
【０２１０】
　ここで、対象機器の温度が第２閾値以上の場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ７０４にて、冷凍サ
イクルをオンする。具体的には、圧縮機２３を作動させる。さらに、弁開度を全開とする
よう開閉弁３２を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２１１】
　また、対象機器の温度が第２閾値未満の場合には、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３を作動さ
せることなく、Ｓ２０６にて、弁開度を全開とするよう開閉弁３２を制御し、メインルー
チンに戻る。
【０２１２】
　上記したように、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、圧縮機２３が作動を停止
したと判定され、かつ、対象機器の冷却が必要であると判定され、かつ、対象機器の冷却
能力の増加が必要であると判定された場合、Ｓ５０４にて圧縮機２３を作動させる。
【０２１３】
　つまり、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定された場合には、凝縮器１６に
第１熱媒体を強制的に流入させることができ、冷却性能を増加させることができる。
【０２１４】
　（第３０実施形態）
　第３０実施形態に係る機器温調装置について図３８を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置の構成は、第８実施形態の機器温調装置と同じである。本実施形態の機器温調
装置は、第６実施形態の機器温調装置と比較して、ＥＣＵ５０のＳ１０４以降の処理が異
なる。
【０２１５】
　本実施形態のＥＣＵ５０は、図３８に示す処理を定期的に実施する。まず、ＥＣＵ５０
は、Ｓ１００にて、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力されたか否かに基づいて冷
凍サイクルをオフするか否かを判定する。
【０２１６】
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　ここで、冷凍サイクルのオフを指示する信号が入力されている場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ
１０４にて、対象機器の温度を検出する温度センサからの信号に基づいて対象機器の冷却
が必要か否かを判定する。
【０２１７】
　具体的には、ＥＣＵ５０は、対象機器の温度が第１閾値以上の場合、対象機器の冷却が
必要であると判定し、対象機器の温度が第１閾値未満の場合、対象機器の冷却が必要でな
いと判定する。
【０２１８】
　ここで、対象機器の冷却が必要であると判定した場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０２にて、
冷却能力を増加する必要があるか否かを判定する。具体的には、対象機器の温度が第１閾
値よりも高い第２閾値以上の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定する。
また、対象機器の温度が第２閾値未満の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと
判定する。
【０２１９】
　ここで、対象機器の温度が第２閾値以上の場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ８０４にて、冷凍サ
イクルをオンする。具体的には、圧縮機２３を作動させる。さらに、駐車時用熱交換器１
８へ冷凍サイクル用冷媒を流さないよう、弁開度を全開とするよう開閉弁３２を制御し、
弁開度を全閉とするよう開閉弁３４を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２２０】
　また、対象機器の温度が第２閾値未満の場合には、ＥＣＵ５０は、圧縮機２３を作動さ
せることなく、Ｓ３０５にて、駐車時用熱交換器１８へ冷凍サイクル用冷媒を流すようバ
ルブ３２、３４を制御する。具体的には、弁開度を全閉とするようバルブ３２を制御し、
弁開度を全開とするよう開閉弁３４を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２２１】
　したがって、コンデンサ２１にて凝縮した液相の冷凍サイクル用冷媒が、重力により駐
車時用熱交換器１８に流入することが促進される。また、駐車時用熱交換器１８にて凝縮
したサーモサイフォン用冷媒は、冷却器１４の流入口１４１から冷却器１４の内部に導入
される。よって、冷却器１４の流出口１４２から流出したサーモサイフォン用冷媒とは別
の経路で冷却器１４に導入されるため、対象機器の冷却が促進される。
【０２２２】
　上記したように、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、圧縮機２３が作動を停止
したと判定され、かつ、対象機器の冷却が必要であると判定され、かつ、対象機器の冷却
能力の増加が必要であると判定された場合、Ｓ８０４にて圧縮機２３を作動させる。
【０２２３】
　つまり、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定された場合には、凝縮器１６に
第１熱媒体を強制的に流入させることができ、冷却性能を増加させることができる。
【０２２４】
　（第３１実施形態）
　第３１実施形態に係る機器温調装置について図３９を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置の構成は、第１、第２７実施形態の機器温調装置と同じになっている。本実施
形態の機器温調装置は、上記第２７実施形態と比較して、ＥＣＵ５０のＳ５０２以降の処
理が異なる。
【０２２５】
　ＥＣＵ５０は、Ｓ５０２にて、冷却能力を増加する必要があるか否かを判定する。具体
的には、対象機器の温度が閾値以上の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判
定し、対象機器の温度が閾値未満の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと判定
する。
【０２２６】
　ここで、対象機器の温度が閾値以上の場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０６にて、対象機器の
冷却能力の増加を許可するか否かを判定する。例えば、対象機器が二次電池１２ａ、１２
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ｂの場合、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中または二次電池１２ａ、１２ｂの充電が開始
されることを推定した場合、対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定する。
【０２２７】
　また、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中でない場合、あるいは、二次電池１２ａ、１２
ｂの充電が開始されないことを推定した場合には、対象機器の冷却能力の増加を許可しな
いと判定する。
【０２２８】
　ここで、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中または二次電池１２ａ、１２ｂの充電が開始
されることを推定した場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０４にて、冷凍サイクルをオンする。具
体的には、圧縮機２３を作動させる。さらに、膨張弁３０を通常作動させるよう膨張弁３
５を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２２９】
　また、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中でない場合、あるいは、二次電池１２ａ、１２
ｂの充電が開始されないことを推定した場合には、ＥＣＵ５０は、冷凍サイクルをオンす
ることなく、Ｓ５０８にて、弁開度を全開とするよう膨張弁３５を制御し、メインルーチ
ンに戻る。
【０２３０】
　上記したように、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、Ｓ５０２にて、対象機器
の冷却能力の増加が必要であると判定された場合、Ｓ５０６にて、対象機器の冷却能力の
増加を許可するか否かを判定する。
【０２３１】
　そして、Ｓ５０６にて、許可判定部により対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定
された場合、Ｓ５０４にて、圧縮機２３を作動させる。つまり、対象機器の冷却能力の増
加を許可すると判定された場合に、凝縮器１６に第１熱媒体を強制的に流入させることが
でき、冷却性能を増加させることができる。
【０２３２】
　また、対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定されない場合には、圧縮機２３を作
動させないので、圧縮機２３を駆動するための電力を消費しないようにすることができる
。
【０２３３】
　また、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中ま
たは二次電池１２ａ、１２ｂの充電が開始されることを推定した場合、対象機器の冷却能
力の増加を許可すると判定する。したがって、圧縮機２３を駆動するための電力を確保す
ることができるため、次回走行時の二次電池１２ａ、１２ｂによる航続距離低下を抑制す
ることが可能である。
【０２３４】
　（第３２実施形態）
　第３２実施形態に係る機器温調装置について図４０を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置の構成は、第６、第２９実施形態の機器温調装置と同じになっている。本実施
形態の機器温調装置は、上記第２９実施形態と比較して、ＥＣＵ５０のＳ５０２以降の処
理が異なる。
【０２３５】
　ＥＣＵ５０は、Ｓ５０２にて、冷却能力を増加する必要があるか否かを判定する。具体
的には、対象機器の温度が閾値以上の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判
定し、対象機器の温度が閾値未満の場合、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと判定
する。
【０２３６】
　ここで、対象機器の温度が閾値以上の場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０６にて、対象機器の
冷却能力の増加を許可するか否かを判定する。例えば、対象機器が二次電池１２ａ、１２
ｂの場合、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中または二次電池１２ａ、１２ｂの充電が開始
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されることを推定した場合、対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定する。
【０２３７】
　また、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中でない場合、あるいは、二次電池１２ａ、１２
ｂの充電が開始されないことを推定した場合には、対象機器の冷却能力の増加を許可しな
いと判定する。
【０２３８】
　ここで、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中または二次電池１２ａ、１２ｂの充電が開始
されることを推定した場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ６０４にて、冷凍サイクルをオンする。具
体的には、圧縮機２３を作動させる。さらに、弁が全開となるよう開閉弁３２を制御し、
メインルーチンに戻る。
【０２３９】
　また、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中でない場合、あるいは、二次電池１２ａ、１２
ｂの充電が開始されないことを推定した場合には、ＥＣＵ５０は、冷凍サイクルをオンす
ることなく、Ｓ５０８にて、弁開度を全閉とするよう開閉弁３２を制御し、メインルーチ
ンに戻る。
【０２４０】
　上記したように、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、Ｓ５０２にて、対象機器
の冷却能力の増加が必要であると判定された場合、Ｓ５０６にて、対象機器の冷却能力の
増加を許可するか否かを判定する。
【０２４１】
　そして、Ｓ５０６にて、許可判定部により対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定
された場合、Ｓ６０４にて、圧縮機２３を作動させる。つまり、対象機器の冷却能力の増
加を許可すると判定された場合に、凝縮器１６に第１熱媒体を強制的に流入させることが
でき、冷却性能を増加させることができる。
【０２４２】
　また、対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定されない場合には、圧縮機２３を作
動させないので、圧縮機２３を駆動するための電力を消費しないようにすることができる
。
【０２４３】
　また、本実施形態の機器温調装置のＥＣＵ５０は、二次電池１２ａ、１２ｂが充電中ま
たは二次電池１２ａ、１２ｂの充電が開始されることを推定した場合、対象機器の冷却能
力の増加を許可すると判定する。したがって、圧縮機２３を駆動するための電力を確保す
ることができるため、次回走行時の二次電池１２ａ、１２ｂによる航続距離低下を抑制す
ることが可能である。
【０２４４】
　（第３３実施形態）
　第３３実施形態に係る機器温調装置について図４１を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置の構成は、第６、第２９、第３２実施形態の機器温調装置と同じになっている
。上記第２９実施形態では、ＥＣＵ５０がＳ１００にて、冷凍サイクルをオフするか否か
を判定し、冷凍サイクルをオフすると判定した場合に、Ｓ１０４以降の処理を実施した。
これに対し、本実施形態では、ＥＣＵ５０がＳ１００１にて、車両が走行停止しているか
否かを判定し、車両が走行停止していると判定された場合に、Ｓ１０４以降の処理を実施
する。
【０２４５】
　まず、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００１にて、車両が走行停止しているか否かを判定する。こ
こで、車両が走行中の場合、特別な処理を実施することなく、メインルーチンに戻る。ま
た、車両が走行停止している場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ１０４にて、対象機器の冷却が必要
か否かを判定する。ここで、対象機器の冷却が必要でないと判定された場合、ＥＣＵ５０
は、Ｓ２０８１にて、冷凍サイクルをオフする。具体的には、圧縮機２３を停止させる。
さらに、弁開度を全閉とするよう開閉弁３２を制御し、メインルーチンに戻る。
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【０２４６】
　また、Ｓ１０４にて、対象機器の冷却が必要であると判定された場合、ＥＣＵ５０は、
Ｓ５０２にて、冷却能力を増加する必要があるか否かを判定する。ここで、冷却能力を増
加する必要がないと判定された場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ２０６１にて、冷凍サイクルをオ
フする。具体的には、圧縮機２３を停止させる。さらに、弁開度を全開とするよう開閉弁
３２を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２４７】
　また、Ｓ５０２にて、冷却能力を増加する必要があると判定された場合、ＥＣＵ５０は
、Ｓ７０４１にて、冷凍サイクルをオンする。具体的には、圧縮機２３を動作させる。さ
らに、弁開度を全開とするよう開閉弁３２を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２４８】
　上記したように、ＥＣＵ５０は、車両が停止していると判定され、かつ、対象機器の冷
却が必要であると判定され、かつ、冷却能力を増加する必要があると判定された場合、Ｅ
ＣＵ５０は、冷凍サイクルをオンし、弁開度を全開とするよう開閉弁３２を制御する。し
たがって、凝縮器１６に第１熱媒体を強制的に流入させることができ、冷却性能を増加さ
せることができる。
【０２４９】
　（第３４実施形態）
　第３４実施形態に係る機器温調装置について図４２を用いて説明する。本実施形態の機
器温調装置の構成は、第６、第２９、第３２、第３３実施形態の機器温調装置と同じにな
っている。上記第３２実施形態では、ＥＣＵ５０がＳ１００にて、冷凍サイクルをオフす
るか否かを判定し、冷凍サイクルをオフすると判定した場合に、Ｓ１０４以降の処理を実
施した。これに対し、本実施形態では、ＥＣＵ５０がＳ１００１にて、車両が走行停止し
ているか否かを判定し、車両が走行停止していると判定された場合に、Ｓ１０４以降の処
理を実施する。
【０２５０】
　まず、ＥＣＵ５０は、Ｓ１００１にて、車両が走行停止しているか否かを判定する。こ
こで、車両が走行中の場合、特別な処理を実施することなく、メインルーチンに戻る。ま
た、車両が走行停止している場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ１０４にて、対象機器の冷却が必要
か否かを判定する。ここで、対象機器の冷却が必要でないと判定された場合、ＥＣＵ５０
は、Ｓ２０８１にて、冷凍サイクルをオフする。具体的には、圧縮機２３を停止させる。
さらに、弁開度を全閉とするよう開閉弁３２を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２５１】
　また、Ｓ１０４にて、対象機器の冷却が必要であると判定された場合、ＥＣＵ５０は、
Ｓ５０２にて、冷却能力を増加する必要があるか否かを判定する。ここで、冷却能力を増
加する必要がないと判定された場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ２０６１にて、冷凍サイクルをオ
フする。具体的には、圧縮機２３を停止させる。さらに、弁開度を全開とするよう開閉弁
３２を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２５２】
　また、Ｓ５０２にて、冷却能力を増加する必要があると判定された場合、ＥＣＵ５０は
、Ｓ５０６にて、対象機器の冷却能力の増加を許可するか否かを判定する。ここで、対象
機器の冷却能力の増加を許可しないと判定された場合、ＥＣＵ５０は、Ｓ５０８１にて、
Ｓ２０６１と同様に冷凍サイクルをオフするとともに、弁開度を全開とするよう開閉弁３
２を制御する。一方で、対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定された場合、ＥＣＵ
５０は、Ｓ７０４１にて、冷凍サイクルをオンする。具体的には、圧縮機２３を動作させ
る。さらに、弁開度を全開とするよう開閉弁３２を制御し、メインルーチンに戻る。
【０２５３】
　上記したように、車両が停止していると判定され、対象機器の冷却が必要であると判定
され、冷却能力を増加する必要があると判定され、対象機器の冷却能力の増加を許可する
と判定された場合、ＥＣＵ５０は、冷凍サイクルをオンする。さらに、ＥＣＵ５０は、弁
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開度を全開とするよう開閉弁３２を制御する。したがって、凝縮器１６に第１熱媒体を強
制的に流入させることができ、冷却性能を増加させることができる。
【０２５４】
　（他の実施形態）
　（１）上記実施形態では、図２に示したように二次電池１２ａ、１２ｂの間に冷却器１
４を配置するようにしたが、このような配置に限定されるものではない。
【０２５５】
　（２）上記第２１、２２の実施形態では、伝熱部材４１は、外気によって冷却されるコ
ンデンサ２１に伝熱されるよう配置されていたが、これに限らない。直接あるいは間接的
に外気によって冷却される場所に伝熱させてもよい。例えば、車両用ボデーといった外気
の熱の影響を受けやすい場所でも良い。
【０２５６】
　また、二次電池１２ａ、１２ｂよりも温度が低くなりやすい場所に伝熱させてもよい。
たとえば、空調用蒸発器、空調用蒸発器にて発生した結露水を排出させる経路上、冷凍サ
イクル用冷媒との熱交換により冷却対象機器を冷却する水冷媒熱交換器、車室内でもよい
。
【０２５７】
　また、車室内においては、空気温度が低いほど密度が大きくなるため、車室内は高さが
低い場所ほど温度が低くなる傾向である。そのため、伝熱部材４１は電池の設置場所より
も低い場所に伝熱されるよう配置することが望ましい。
【０２５８】
　（３）上記第２１、２２の実施形態では、伝熱部材４１は、第１循環回路１００の復路
配管１０２と接触していたが、これに限らない。図２３の矢印Ａに示すサーモサイフォン
用冷媒の目標液面より上下方向上側で、かつ、復路配管１０２の最上部より冷却器１４側
の領域と、矢印Ｂに示す復路配管１０２の最上部と凝縮器１６との間の領域と、矢印Ｃに
示すサーモサイフォン用冷媒の目標液面より上下方向上側で、かつ、凝縮器１６と復路配
管１０２との接続部との間の領域のいずれかと接触させれば、伝熱部材４１と気相冷媒と
が熱交換できるため、二次電池１２ａ、１２ｂを冷却することができる。
【０２５９】
　（４）上記実施形態では、機器温調装置を電動自動車やハイブリッドに使用したがこれ
に限らない。たとえば、二次電池を利用したアイドルストップ車やコースティング車に使
用してもよい。上述の車両に使用した場合においても、圧縮機の作動を停止した際に同等
の効果を得ることができる。
【０２６０】
　なお、本発明は上記した実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載し
た範囲内において適宜変更が可能である。また、上記各実施形態は、互いに無関係なもの
ではなく、組み合わせが明らかに不可な場合を除き、適宜組み合わせが可能である。また
、上記各実施形態において、実施形態を構成する要素は、特に必須であると明示した場合
および原理的に明らかに必須であると考えられる場合等を除き、必ずしも必須のものでは
ないことは言うまでもない。また、上記各実施形態において、実施形態の構成要素の個数
、数値、量、範囲等の数値が言及されている場合、特に必須であると明示した場合および
原理的に明らかに特定の数に限定される場合等を除き、その特定の数に限定されるもので
はない。また、上記各実施形態において、構成要素等の材質、形状、位置関係等に言及す
るときは、特に明示した場合および原理的に特定の材質、形状、位置関係等に限定される
場合等を除き、その材質、形状、位置関係等に限定されるものではない。
【０２６１】
　（まとめ）
　上記各実施形態の一部または全部で示された第１の観点によれば、機器温調装置は、第
１熱媒体を循環させる第１循環回路を有するサーモサイフォンを有し、第１熱媒体の液相
と気相の相変化により対象機器の温度を調整する。また、機器温調装置は、第２熱媒体を
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循環させる第２循環回路と、第２循環回路の内部の第２熱媒体を圧縮して吐出する圧縮機
と、圧縮機から吐出された第２熱媒体と空気を熱交換して第２熱媒体の熱を放熱する放熱
用熱交換器と、放熱用熱交換器から流出した第２熱媒体を減圧させる膨張弁と、を有する
冷凍サイクルを備えている。また、サーモサイフォンは、第１循環回路に配置され、対象
機器の冷却時に第１熱媒体が蒸発するように対象機器と第２熱媒体とが熱交換可能に構成
された機器用熱交換器と、膨張弁にて減圧された第２熱媒体と機器用熱交換器により蒸発
した第１熱媒体を熱交換して第１熱媒体を凝縮させる凝縮器と、を有している。
【０２６２】
　また、凝縮器は、第２熱媒体を流入する流入口と、第２熱媒体を流出する流出口と、を
有し、放熱用熱交換器は、第２熱媒体を流入する流入口と、第２熱媒体を流出する流出口
と、を有している。
【０２６３】
　また、第２循環回路は、放熱用熱交換器の流出口と凝縮器の流入口との間を接続する第
１接続配管と、凝縮器の流出口と放熱用熱交換器の流入口との間を接続する第２接続配管
と、を有している。そして、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器へ
の第２熱媒体の流入が促進される構成となっている。
【０２６４】
　また、第２の観点によれば、機器温調装置は、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱
交換器から凝縮器への第２熱媒体の流入が促進される配置となっている。したがって、圧
縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体の流入が促進され
、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２６５】
　また、第３の観点によれば、凝縮器の流入口は、放熱用熱交換器の流出口よりも上下方
向下側に配置されているので、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器
への第２熱媒体の流入が促進され、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２６６】
　また、第４の観点によれば、凝縮器の流入口は、放熱用熱交換器の流出口と同じ高さに
配置されている。このように、凝縮器の流入口を、放熱用熱交換器の流出口と同じ高さに
配置しても、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器にて凝縮した液相の第２熱媒
体が重力により凝縮器へ流入することを促進することができる。
【０２６７】
　また、第５の観点によれば、凝縮器の流入口は、冷凍サイクルを構成している圧縮機、
放熱用熱交換器および膨張弁よりも上下方向下側に配置されている。したがって、圧縮機
が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体の流入が促進され、冷
却対象機器をより冷却することができる。
【０２６８】
　また、第６の観点によれば、第１接続配管は、放熱用熱交換器の流出口よりも上下方向
上側を経由することなく放熱用熱交換器の流出口と凝縮器の流入口との間を接続している
。したがって、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体
の流入が促進され、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２６９】
　また、第７の観点によれば、第１接続配管は、放熱用熱交換器の流出口から凝縮器の流
入口に近づくにつれて上下方向下側に傾斜するよう配置されている。したがって、圧縮機
が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体の流入が促進され、冷
却対象機器をより冷却することができる。
【０２７０】
　また、第８の観点によれば、凝縮器の流入口は、第２循環回路に第２熱媒体が充填され
る際の第２熱媒体の目標液面よりも上下方向下側に配置されている。したがって、圧縮機
が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体の流入が促進され、冷
却対象機器をより冷却することができる。
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【０２７１】
　また、第９の観点によれば、凝縮器の流出口は、第２凝縮器の流入口より上下方向上側
に配置されており、凝縮器の流入口から流入した第２熱媒体が上下方向上側に移動して凝
縮器の流出口から流出するよう構成されている。
【０２７２】
　したがって、圧縮機が作動を停止した際に、凝縮器に流入した液相の第２熱媒体が、凝
縮器内部で蒸発してガス化した際の排出性が向上するので、凝縮器の熱交換効率が向上し
、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２７３】
　また、第１０の観点によれば、放熱用熱交換器は、第２熱媒体を流入する流入口と第２
熱媒体を流出する流出口を構成する少なくとも２つの出入口を有し、放熱用熱交換器の出
入口は、上下方向において互いに異なる位置に配置されている。そして、第１接続配管は
、放熱用熱交換器の出入口のうち最も上下方向上側に配置された出入口よりも上下方向下
側に配置された出入口と凝縮器の流入口との間を接続している。
【０２７４】
　したがって、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体
の流入が促進され、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２７５】
　また、第１１の観点によれば、凝縮器は、第１循環回路に第１熱媒体が充填される際の
第１熱媒体の目標液面よりも上下方向上側に配置されている。このように、第１循環回路
に第１熱媒体が充填される際の第１熱媒体の目標液面よりも上下方向上側に凝縮器を配置
することで、凝縮器が効率よく第１熱媒体を凝縮させることができる。
【０２７６】
　また、第１２の観点によれば、第１循環回路は、機器用熱交換器から流出した第１熱媒
体を凝縮器に導入する復路配管を有している。
【０２７７】
　このような構成によれば、機器用熱交換器から流出した第１熱媒体の熱が第１接続配管
に伝熱し、この機器用熱交換器から流出した第１熱媒体が冷却され、復路配管の内部で凝
縮する。そして、この凝縮した第１熱媒体が機器用熱交換器に流入する。したがって、圧
縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体の流入が促進され
、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２７８】
　また、第１３の観点によれば、第１循環回路に設けられた第１熱媒体の熱を第１接続配
管に伝熱させる熱伝達部材は、サーモサイフォン用冷媒が充填される際の目標液面よりも
上下方向上側に配置される。これにより、熱伝達部材は第１循環回路内の気相冷媒部分と
熱交換される。したがって、圧縮機が作動を停止した際における冷却対象機器の冷却能力
をより高めることができる。
【０２７９】
　また、第１４の観点によれば、第１循環回路は、機器用熱交換器から流出した第１熱媒
体を凝縮器に導入する復路配管を有している。そして、復路配管には、該復路配管を流れ
る第１熱媒体の熱を第１接続配管に伝熱させる熱伝達部材が設けられている。
【０２８０】
　これにより、圧縮機が作動している時に熱伝達部材が受熱した場合、凝縮器にて凝縮し
た液相冷媒が再度蒸発しない。よって、圧縮機が作動した時において熱伝達部材が受熱し
た場合の、冷却対象機器の冷却能力低下を防ぐことができる。加えて、上述のような、圧
縮機が作動を停止した際における、冷却対象機器の冷却することも可能である。
【０２８１】
　また、第１５の観点によれば、第１循環回路は、機器用熱交換器から流出した第１熱媒
体を凝縮器に導入する復路配管を有している。そして、復路配管には、該復路配管を流れ
る第１熱媒体の熱を第１接続配管に伝熱させる熱伝達部材が設けられている。
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【０２８２】
　これにより、圧縮機が作動している時に熱伝達部材が受熱した場合、凝縮器にて凝縮し
た液相冷媒が再度蒸発しない。よって、圧縮機が作動した時において熱伝達部材が受熱し
た場合の、冷却対象機器の冷却能力低下を防ぐことができる。加えて、上述のような、圧
縮機が作動を停止した際における、冷却対象機器の冷却することも可能である。
【０２８３】
　また、第１６の観点によれば、機器温調装置は、放熱用熱交換器と凝縮器とを接続する
経路上に配置され、放熱用熱交換器と凝縮器とを接続する経路を開閉する経路開閉部と、
対象機器の温度に基づいて対象機器の冷却が必要か否かを判定する冷却判定部と、圧縮機
が作動を停止し、かつ、冷却判定部により対象機器の冷却が必要であると判定された場合
、経路開閉部を開状態にする膨張弁開制御部と、を備えている。
【０２８４】
　したがって、圧縮機が作動を停止し、かつ、冷却判定部により対象機器の冷却が必要で
あると判定された場合に、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体の流入が促進され、
冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２８５】
　また、第１７の観点によれば、機器温調装置は、圧縮機が作動を停止し、かつ、冷却判
定部により対象機器の冷却が必要でないと判定された場合、経路開閉部を閉状態にする膨
張弁閉制御部を備えている。
【０２８６】
　したがって、圧縮機が作動を停止し、かつ、冷却判定部により対象機器の冷却が必要で
ないと判定された場合、放熱用熱交換器から凝縮器への第２熱媒体の流入を促進させない
ようにすることができ、冷却対象機器の冷却を停止することが可能である。
【０２８７】
　また、第１８の観点によれば、経路開閉部は、電気式膨張弁である。このように、電気
式膨張弁により経路開閉部を構成することができる。
【０２８８】
　また、第１９の観点によれば、圧縮機は、該圧縮機により生じた熱を蓄熱することが可
能な熱容量部材と接触するよう配置されている。このように、圧縮機を、該圧縮機により
生じた熱を蓄熱することが可能な熱容量部材と接触するよう配置することで、圧縮機の作
動を停止させた場合でも、より多くの冷凍サイクル用冷媒を蒸発させることができ、対象
機器をより冷却することが可能である。
【０２８９】
　また、第２０の観点によれば、放熱用熱交換器は、車両に搭載され、放熱用熱交換器は
、圧縮機から吐出された第２熱媒体と車両の外気とを熱交換して第２熱媒体の熱を放熱す
る外気熱交換器である。このように、放熱用熱交換器は、圧縮機から吐出された第２熱媒
体と車両の外気とを熱交換して第２熱媒体の熱を放熱する外気熱交換器により構成するこ
ともできる。
【０２９０】
　また、第２１の観点によれば、第２循環回路は、第２熱媒体が圧縮機を迂回するように
流れる迂回配管を有し、迂回配管には、該迂回配管により形成される流路を開閉する迂回
流路開閉部が設けられている。そして、圧縮機が作動を停止した際に、迂回流路開閉部が
開状態となるよう制御され、凝縮器で蒸発した第２熱媒体が迂回配管を通って循環するル
ープ式サーモサイフォンが構成される。
【０２９１】
　したがって、圧縮機が作動を停止した場合でも、冷却器による冷却対象機器の冷却を継
続することができる。
【０２９２】
　また、第２２の観点によれば、凝縮器は、第１凝縮器であり、圧縮機が作動を停止した
際に、第１凝縮器より優先して機器用熱交換器により蒸発された第１熱媒体を凝縮させる
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第２凝縮器を備えている。そして、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から第
２凝縮器への第２熱媒体の流入が促進されるよう構成されている。
【０２９３】
　したがって、圧縮機が作動を停止した場合でも、放熱用熱交換器から第２凝縮器への第
２熱媒体の流入が促進され、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２９４】
　また、第２３の観点によれば、圧縮機が作動を停止した際に、放熱用熱交換器から第２
凝縮器への第２熱媒体の流入が促進される配置となっている。したがって、圧縮機が作動
を停止した場合でも、放熱用熱交換器から第２凝縮器への第２熱媒体の流入が促進され、
冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２９５】
　また、第２４の観点によれば、第２凝縮器は、第２熱媒体を流入する流入口を有し、第
２凝縮器の流入口は、放熱用熱交換器の流出口よりも上下方向下側に配置されている。
【０２９６】
　したがって、圧縮機が作動を停止した場合でも、放熱用熱交換器から第２凝縮器への第
２熱媒体の流入が促進され、冷却対象機器をより冷却することができる。
【０２９７】
　また、第２５の観点によれば、機器温調装置は、第１熱媒体を循環させる第１循環回路
を有するサーモサイフォンを備え、第１熱媒体の液相と気相の相変化により対象機器の温
度を調整する。そして、第１循環回路の少なくとも１カ所は、伝熱により冷却するための
伝熱部材と接触している。
【０２９８】
　また、第２６の観点によれば、伝熱部材は、第１循環回路のうち、第１熱媒体の目標液
面よりも上の部分の少なくとも１カ所と接触している。これにより、熱伝達部材は第１循
環回路内の気相冷媒部分と熱交換される。したがって、圧縮機が作動を停止した際におけ
る冷却対象機器の冷却能力をより高めることができる。
【０２９９】
　また、第２７の観点によれば、機器温調装置は、第２熱媒体を循環させる第２循環回路
と、第２循環回路の内部の第２熱媒体を圧縮して吐出する圧縮機と、圧縮機から吐出され
た第２熱媒体と空気を熱交換して第２熱媒体の熱を放熱する放熱用熱交換器と、放熱用熱
交換器から流出した第２熱媒体を減圧させる膨張弁と、を有する冷凍サイクルを備えてい
る。また、サーモサイフォンは、第１循環回路に配置され、対象機器の冷却時に第１熱媒
体が蒸発するように対象機器と第２熱媒体とが熱交換可能に構成された機器用熱交換器を
備えている。さらに、膨張弁にて減圧された第２熱媒体と機器用熱交換器により蒸発した
第１熱媒体を熱交換して第１熱媒体を凝縮させる凝縮器を備えている。また、第１循環回
路は、機器用熱交換器から流出した第１熱媒体を凝縮器に導入する復路配管を有し、伝熱
部材は、復路配管と接触している。
【０３００】
　これにより、圧縮機が作動している時に熱伝達部材が受熱した場合、凝縮器にて凝縮し
た液相冷媒が再度蒸発しない。よって、圧縮機が作動した時において熱伝達部材が受熱し
た場合の、冷却対象機器の冷却能力低下を防ぐことができる。加えて、上述のような、圧
縮機が作動を停止した際における、冷却対象機器の冷却することも可能である。
【０３０１】
　また、第２８の観点によれば、機器温調装置は、対象機器の冷却が必要であるか否かを
判定する冷却判定部を備えている。また、対象機器の冷却能力の増加が必要か否かを判定
する能力増加判定部を備えている。
【０３０２】
　また、冷却判定部により対象機器の冷却が必要であると判定され、かつ、能力増加判定
部により対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定された場合、圧縮機を作動させる
圧縮機作動部を備えている。
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　したがって、対象機器の冷却が必要であると判定された場合において、圧縮機作動部は
、能力増加判定部により対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定された場合には、
凝縮器に第１熱媒体を強制的に流入させることができ、冷却性能を増加させることができ
る。
【０３０４】
　また、第２９の観点によれば、冷却判定部は、対象機器の温度が第１閾値以上である場
合、対象機器の冷却が必要であると判定し、対象機器の温度が第１閾値未満の場合、対象
機器の冷却が必要でないと判定する。
【０３０５】
　また、能力増加判定部は、対象機器の温度が第１閾値よりも高い第２閾値以上である場
合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定し、対象機器の温度が第２閾値未満の
場合、対象機器の冷却能力の増加が必要でないと判定する。
【０３０６】
　このように、冷却判定部は、対象機器の温度が第１閾値以上である場合、対象機器の冷
却が必要であると判定し、能力増加判定部は、対象機器の温度が第１閾値よりも高い第２
閾値以上である場合、対象機器の冷却能力の増加が必要であると判定するのが好ましい。
【０３０７】
　また、第３０の観点によれば、能力増加判定部により対象機器の冷却能力の増加が必要
であると判定された場合、対象機器の冷却能力の増加を許可するか否かを判定する許可判
定部を備えている。
【０３０８】
　そして、圧縮機作動部は、許可判定部により対象機器の冷却能力の増加を許可すると判
定された場合、圧縮機を作動させる。
【０３０９】
　このように、対象機器の冷却能力の増加を許可するか否かを判定し、対象機器の冷却能
力の増加を許可すると判定された場合、圧縮機を作動させることができる。
【０３１０】
　また、第３１の観点によれば、対象機器は、圧縮機に電力を供給する二次電池であり、
許可判定部は、二次電池が充電中または二次電池の充電が開始されることを推定した場合
、対象機器の冷却能力の増加を許可すると判定する。したがって、圧縮機２３を駆動する
ための電力を確保することができるため、次回走行時の二次電池による航続距離低下を抑
制することが可能である。
【符号の説明】
【０３１１】
　１０　　サーモサイフォン
　１４　　冷却器
　１６　　凝縮器
　２０　　冷凍サイクル
　２１　　コンデンサ
　２３　　圧縮機
　３０　　膨張弁
　５０　　ＥＣＵ
　１００　第１循環回路
　１０１　往路配管
　１０２　復路配管
　２００　第２循環回路
　２０１　第１接続配管
　２０２　第２接続配管
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